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【過去問 1】 

次の問いに答えなさい。 

（北海道 2024 年度） 

問５ 図３のように，重さが 60Ｎの直方体の物体を水平面に置いたとき，物体が水平面におよぼす圧力は 120Ｐ

ａであった。このときの物体の底面積は何ｍ2か，書きなさい。 

図３  

 

問５   ｍ2 

 

問５ 0.5 ｍ2 

 

問５ 圧力の求め方 

圧力【Ｐａ】＝
 力の大きさ【Ｎ】

  力がはたらく面積【ｍ2】
（１cm2＝0.0001ｍ2，100Ｐａ＝１ｈＰａ） 

重さが 60Ｎの物体を置いたときにおよぼす圧力が 120Ｐａだったので，このときの物体の底面積は，60Ｎ÷

120Ｐａ＝0.5ｍ2 
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【過去問 2】 

次の問いに答えなさい。 

（青森県 2024 年度） 

問３ 音について，次のア，イに答えなさい。 

ア 音の性質について述べたものとして適切なものを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ 音は気体中だけ伝わる。 

２ 音は気体中や液体中では伝わるが，固体中では伝わらない。 

３ 音は気体中だけでなく，液体中や固体中も伝わる。 

４ 音は空気などの物質がまったくない真空中でも伝わる。 

イ 右の図は，
おん

音さをたたいて出た音を，マイクロホンでパソコンに入力し

たときの波形を模式的に表したものである。この音の振動数は何Hzか，求

めなさい。ただし，図の横軸は時間を表し，１目盛りは0.001秒である。 

 

 

 

問３ 

ア  

イ   Hz 

 

問３ 

ア ３ 

イ 250 Hz 

 

問３ イ 振動数とは，１秒間に音源が振動する回数である。図より，１回の振動の長さは４目盛りなので，１回の

振動にかかる時間は，0.001秒×４目盛り＝0.004秒である。よって，１秒間に振動する回数は，１秒÷0.004秒/

回＝250回となり，250Hzと求められる。 
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【過去問 3】 

次の問いに答えなさい。 

（岩手県 2024 年度） 

問３ おんさをたたき，オシロスコープで音の波形を調べたところ，右の図のよ

うになりました。次のア～エのうち，同じおんさをより強い力でたたいたと

きの波形として最も適当なものはどれですか。一つ選び，その記号を書きな

さい。ただし，ア～エのグラフの縦軸および横軸の目盛りのとり方は，右の

図と同じものとします。 

 

ア イ ウ エ  

    

 

問３  

 

問３ イ 

 

問３ 同じおんさをより強い力でたたくと，波形の振動数は変わらず，振幅が大きくなる。この条件にあてはまる

のはイである。アは，振動数は変わらないが，振幅が小さくなっている。ウは，振動数が多くなり，振幅は変

わらない。エは，振動数が少なくなり，振幅は変わらない。 
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【過去問 4】 

りなさんは，水族館で観察したホッキョクグマに興味をもち，疑問に思ったことについて資料にまとめたり実

験したりしました。これについて，あとの問いに答えなさい。 

（岩手県 2024 年度） 

 次の①～⑤は，りなさんが気づいたり調べたりしたことをまとめたメモである。 

 

資料１ 

 ①について，図Ⅰは，ホッキョクグマの体毛の断面の顕

微鏡写真である。体毛の内側にある細かい
おう

凹
とつ

凸に光があた

ると，さまざまな方向に反射するため，からだが白く見え

る。 

図Ⅰ  

  

問１  で，光は物体の表面にある細かい凹凸にあたることで，さまざまな方向に反射します。この現象を何

といいますか。ことばで書きなさい。 

 

問１  

 

問１ 乱反射 
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【過去問 5】 

次の問いに答えなさい。 

（宮城県 2024 年度） 

問３  

 

(4) 志穂さんは，雷の光を発する積乱雲が上空をふく風によって近づい

てくるかどうかを推測することにしました。はじめに，この積乱雲の現

在の位置を，ウェブサイトで調べ，図４のように，地図に×とＡ地点の

位置をかきこみました。次に，雷のようすをビデオカメラで撮影し，撮

影した動画を用いて，ａ雷の光が見えてから雷の音が聞こえるまでの時

間を測定したところ，40秒でした。さらに，動画を撮影した 15分後に，

同じ方法で，雷の光が見えてから雷の音が聞こえるまでの時間を測定し

たところ，ｂ30秒でした。次の①～③の問いに答えなさい。 

図４ 

 

① 雷の光が見えたあとに，雷の音が聞こえる理由を，光の速さと空気中で音の伝わる速さとを比べて，簡

潔に述べなさい。 

② 下線部ａのとき，Ａ地点から雷が発生しているところまでのおおよその距離として，最も適切なもの

を，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。ただし，空気中での音の伝わる速さを 340ｍ/ｓとし

ます。 

ア 0.9㎞ イ 1.4㎞ ウ 8.5㎞ エ 14㎞ 

 

問３ (4) 

①  

②   

 

問３ (4) 

① 例  音の伝わる速さは，光の速さに比べて，遅いから。 

② エ 

 

問３ (4) ① 音は空気中を約 340ｍ/ｓの速さで伝わるのに対し，光の速さは約 30万 km/ｓと非常に速い。 

② 雷が発生しているところから志穂さんのいるＡ地点まで，音は 340ｍ/ｓの速さで 40 秒で伝わったので，

その距離は，340ｍ/ｓ×40秒＝13600ｍ＝13.6kmより，おおよそ 14kmと求められる。 
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【過去問 6】 

弦が出す音の振動の様子を調べるために，図１のような装置を組み，次の実験を行った。あとの問いに答えな

さい。ただし，ことじの位置は変えることができ，太い弦の一端をＡ，太い弦のことじの位置をＢ，細い弦の一端

をＣ，細い弦のことじの位置をＤとする。 

（山形県 2024 年度） 

【実験】 

① 同じ材質で，太さが異なる２本の弦を，モノコードに同じ

強さで張った。 

② ＡＢ間の中央をはじいたときの，太い弦が出す音を，マイ

クロホンを通してコンピュータの画面に表示させ，振動数を

測定した。 

③ ＣＤ間の長さを②のＡＢ間と同じ長さにして，振幅が②と

同じになるような強さでＣＤ間の中央をはじいた。このとき

の，細い弦が出す音を，マイクロホンを通してコンピュータの

画面に表示させ，振動数を測定した。 

図１ 

 

④ ことじの位置を変えて，②，③と同様のことを行った。 

【結果】 

・ 太い弦と細い弦の両方で，はじく弦の長さが短くなると，振動数は多くなった。 

・ 太い弦と細い弦で，はじく弦の長さが同じ場合，細い弦の振動数は太い弦の振動数の約２倍になった。 

問１ 次は，音がマイクロホンに伝わるまでの流れをまとめたものである。    にあてはまる語を，漢字１

字で書きなさい。 

音源の振動が空気を振動させ，空気の振動が     として広がり，マイクロホンに音が伝わる。 

問２ 図２は，②におけるコンピュータの画面を模式的に表したものである。ただし，

画面の縦軸は振幅，横軸は時間を表しており，１回の振動にかかる時間は５目盛

り分である。次の問いに答えなさい。 

(1) 図２について，振動数は何Hzか，求めなさい。ただし，横軸の１目盛りは 0.001

秒を示している。 

図２ 

 

(2) このときの，③におけるコンピュータの画面を模式的に表したものとして最も適切なものを，次のア～オ

から一つ選び，記号で答えなさい。ただし，ア～オのいずれにおいても，画面の縦軸は振幅，横軸は時間を

表し，１目盛りの値は，図２と同じであるものとする。 

ア イ ウ エ オ 
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問３ 弦を張る強さを変え，ＡＢ間の長さを図２が表示されたときと同じ長さに

し，ＡＢ間の中央をはじく強さを変えた。図３は，このときのコンピュータの

画面を模式的に表したものである。図２が表示されたときと比べ，弦を張る強

さとはじく強さを，それぞれどのように変えたのか，書きなさい。ただし，画

面の縦軸は振幅，横軸は時間を表し，１目盛りの値は，図２と同じであるもの

とする。 

図３ 

 

 

問１  

問２ 

(1)   Hz 

(2)   

問３ 

 

 

 

問１ 波 

問２ 

(1) 200 Hz 

(2) オ 

問３ 

例 

強く張り，強くはじいた。 

 

問２ (1) 図２の波形は，横軸５目盛り分の時間で１回振動している。１目盛りが 0.001秒を示しているので，0.005

秒で１回振動していることになる。よって，振動数は１回÷0.005秒＝200Hzとなる。 

(2) 【実験】の③では，弦の長さは②と同じにして，細い弦を同じ振幅になるようにはじいている。よって，

【結果】より，振動数は２倍になったことがわかるので，横軸５目盛り分の時間で２回振動している波形を

選べばよい。 

問３ 図３の波形は，図２よりも振幅が大きく，振動数が多い。弦を張る強さを強くすると振動数は多くなり，弦

を強くはじくと振幅は大きくなる。 
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【過去問 7】 

次の実験について，問１～問３に答えなさい。 

（福島県 2024 年度） 

実験１ 

図１のように，円柱形で長さＸcmの物

体Ａを，底面が水面につかない状態でば

ねばかりに糸でつるした。ばねばかりの

目盛りを見ながら，物体Ａをゆっくりと

下げていき，ビーカーに入れた水の中に

しずめていった。グラフは，物体Ａを下げ

た距離と，ばねばかりの値の関係を表し

たものである。 

図１ グラフ 

 

 

実験２ 

図２のような，円柱形のおもりの下にうすい円形の底板が接着

されている物体Ｂがある。物体Ｂの底板を下にして平らな脱脂綿

の上に置いたところ，図３のように脱脂綿がくぼんだ。物体Ｂの質

量は 110ｇであり，底板の底面積は 55cm2であった。 

図２ 図３ 

  

実験３ 

円筒を用意し，物体Ｂを円筒に手で押し当てたまま，中に水が

入らないようにして，円筒と物体Ｂを水の中にしずめた。水平に

した物体Ｂの底板から水面までの距離をものさしで測り，底板

から水面までの距離が５cm のところで，物体Ｂから手をはなし

た。 

図４のように，底板から水面までの距離が５cmのところでは，

物体Ｂは円筒からはなれなかった。その後，円筒を水面に 

図４ 図５ 

  

対して垂直にゆっくりと引き上げていくと，図５のように，底板から水面までの距離が２cm のところ

で，物体Ｂが円筒からはなれた。 
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問１ 実験１について，次の①～③の問いに答えなさい。ただし，物体Ａをつるした糸はのび縮みせず，糸の質

量と体積は無視できるものとする。 

① 物体Ａにはたらく重力の大きさは何Ｎか。答えなさい。 

② 物体Ａの長さＸは何 cmか。求めなさい。 

③ 物体Ａを全部水中にしずめたとき，物体Ａにはたらく浮力の大きさは何Ｎか。求めなさい。 

問２ 実験２について，脱脂綿が物体Ｂから受ける圧力の大きさは何 Pa か。求めなさい。ただし，質量 100ｇ

の物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 

問３ 次の文は，実験３の結果から考えられることについて述べたものである。Ｐ～Ｒにあてはまることばの組

み合わせとして最も適当なものを，右のア～エの中から１つ選びなさい。 

水中で物体Ｂが円筒からはなれるかどうかは，物体

Ｂにはたらく重力による「下向きの力」と周囲の水か

ら受ける力による「上向きの力」の大小関係で決まる。

「上向きの力」が「下向きの力」より  Ｐ  場合，物

体Ｂは円筒からはなれない。一方，「上向きの力」が「下

向きの力」より  Ｑ  場合，物体Ｂは円筒からはなれ

る。物体Ｂを，同じ形，同じ大きさで質量が物体Ｂよ

り小さい物体Ｃにかえ，実験３と同じ手順で実験を行

うと，物体Ｃの底板から水面までの距離が  Ｒ  とこ

ろで，物体Ｃは円筒からはなれると考えられる。 

    

 Ｐ Ｑ Ｒ 

ア 大きい 小さい ２cmより小さい 

イ 大きい 小さい ２cmより大きい 

ウ 小さい 大きい ２cmより小さい 

エ 小さい 大きい ２cmより大きい 

    

 

問１ 

①   Ｎ 

②   cm 

③   Ｎ 

問２   Pa 

問３  
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問１ 

① 1.1 Ｎ 

② 5.0 cm 

③ 0.4 Ｎ 

問２ 200 Pa 

問３ ア 

 

問１ ① グラフより，物体Ａを下げた距離が０cmのときのばねばかりの値を読み取ると，1.1Ｎである。 

② グラフが斜めに下がり，ばねばかりの値が小さくなっている間は，徐々に物体が水にしずんで浮力が大き

くなっている状態なので，6.0－1.0＝5.0cmが物体の長さである。 

③ 物体Ａを下げた距離が０cmのときと 6.0cmのときのばねばかりの値より，1.1－0.7＝0.4Ｎと求められる。 

問２ 圧力 

圧力【Ｐａ】＝
 面を垂直におす力【Ｎ】

  力がはたらく面積【ｍ2】
 

110ｇの物体にはたらく重力の大きさは 1.1Ｎ，面積は単位をｍ2に変換すると，55cm2＝0.0055ｍ2なので，

圧力は，
 1.1Ｎ

 0.0055ｍ2＝200Ｐａと求められる。 

問３ 円筒を引き上げていき，物体Ｂにはたらく「下向きの力」（重力）より「上向きの力」が小さくなると，物体

Ｂは円筒からはなれる。物体Ｃにはたらく重力は物体Ｂより小さく，物体Ｃにはたらく上向きの力は，水面

までの距離が小さいほど小さくなるので，物体Ｃは水面までの距離が２cmより小さいところで円筒からはな

れると考えられる。 
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【過去問 8】 

次の問いに答えなさい。 

（茨城県 2024 年度） 

問１ 図１のように金属球をばねばかりにつるした状態で，図２のａ，ｂ，ｃのように水槽内の水に沈めた。ａ，

ｂ，ｃそれぞれの位置におけるばねばかりの値の大小関係として最も適切なものを，下のア～エの中から１

つ選んで，その記号を書きなさい。ただし，糸の体積や質量は考えないものとする。 

図１  図２  

 ａ ｂ ｃ 

ア ａ＞ｂ，ｂ＞ｃ 

イ ａ＜ｂ，ｂ＜ｃ 

ウ ａ＞ｂ，ｂ＝ｃ 

エ ａ＜ｂ，ｂ＝ｃ 

 

問１  

 

問１ ウ 

 

問１ 水中にある物体には，下向きの重力のほかに，重力とは逆向きの浮力がはたらく。図２のｂとｃのように，

金属球全体が水中にあるとき，沈める深さを深くしても，金属球にはたらく浮力の大きさは同じである。図

２のａとｂでは，ａの方が水中にある金属球の体積が小さいため，金属球にはたらく浮力の大きさは小さく

なる。よって，重力の大きさと浮力の大きさの差を表しているばねばかりの値は，ａの方が大きくなる。 
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【過去問 9】 

太郎さんと花子さんは，親子天体観察会に参加している。次の会話を読んで，問いに答えなさい。 

（茨城県 2024 年度） 

太郎：あそこに赤く光って見えるのが火星だね。 

花子：そうだね。こっちには木星が見えるよ。 

太郎：あっ，あの動いて見えるのは流星かな。 

花子：いや，あれはＩＳＳ（国際宇宙ステーション）だよ（図

１）。ＩＳＳは地上から約 400 ㎞上空に建設された有人

実験施設で，宇宙飛行士たちが今もそこで活動して

いるんだよ。 

図１ 

 

太郎：そうなんだ。そういえば，この前ＩＳＳ内部で宇宙飛行士が実験をしている映像をテレビで見たよ。

宇宙飛行士は浮かんだまま移動していたよ。まるでａ重力がはたらいていないようだった。宇

宙飛行士は地上と同じような服装をしていたよ。 

花子：ＩＳＳ内部は常にｂ温度と湿度を調整しているから快適な環境みたいだよ。ＩＳＳの大きさはどれく

らいなのかな。 

太郎：スマートフォンで調べてみるね。広さは約 110ｍ×約 70ｍでサッカーのフィールドと同じくら

い，質量は約 420ｔ，容積は 916ｍ3だって。 

花子：とても大きいんだね。 

太郎：ＩＳＳから見た地球や月の写真も見つかったよ。ｃ日本列島も写っているね。 

花子：ちょうど私たちが住んでいる茨城県が見えるよ。ｄ雲の様子もよくわかるね。 

問１ 下線部ａについて，次の文中の  あ  ， い  に当てはまる数値を書きなさい。ただし，月面上の重力

の大きさは，地球上での重力の大きさの６分の１とする。 

質量 180ｇの物体を地球上でばねばかりにつるすと，目盛りは 1.8Ｎを示した。同じ物体を月面上で測定

すると，ばねばかりの目盛りは  あ  Ｎを示し，上皿天びんでは質量  い  ｇの分銅とつり合う。 

 

問１ 

あ   Ｎ 

い   ｇ 

 

問１ 

あ 0.3 Ｎ 

い 180 ｇ 

 

問１ ばねばかりでは物体にはたらく重力の大きさ，上皿天びんでは物体の質量がわかる。月面上の 

 重力の大きさは，地球上の６分の１の大きさなので，
 1.8Ｎ 

６
＝0.3Ｎと求められる。質量はどこで測定しても変

わらないので，月面上でも 180ｇである。 
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【過去問 10】 

次の問いに答えなさい。 

（栃木県 2024 年度） 

問６ たいこから出た音が壁に反射して戻ってくるまでに 0.50 秒かかった。たいこから壁までの距離は何ｍ

か。ただし，音の速さは 340ｍ/秒とする。 

 

問６   ｍ 

 

問６ 85 ｍ 

 

問６ 340m/sの速さで進む音が 0.50秒で進む距離は，340m/s×0.50ｓ＝170ｍである。これは，たいこから出た音

が壁に反射して戻ってくるまでの距離なので，たいこから壁までの距離は 170÷２＝85ｍ 
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【過去問 11】 

物体にはたらく浮力について調べるために，次の実験(1)，(2)，(3)，(4)を順に行った。 

（栃木県 2024 年度） 

(1) 図１のように，質量が等しく，高さが 2.0cmで体積が異な

る直方体の物体Ａ，Ｂを用意し，ばねばかりにつるした。な

お，物体Ｂの方が体積は大きいものとする。ただし，糸の重

さと体積は考えないものとする。 

(2) 図２のように，ビーカーの底から 6.0cmの高さまで水を入

れ，物体Ａを沈めた。次に，図３のように物体Ａをゆっくり

引き上げた。このときのビーカーの底から物体の下面までの

高さと，ばねばかりの値の関係を調べた。なお，物体の水中

への出入りによる水面の高さは変わらないものとする。 

(3) 物体Ｂについても，(2)と同様に実験を行った。図４は，実

験(2)，(3)の結果をまとめたものである。 

図１ 

 

図２ 図３ 
 

(4) 図５のように，中心に糸

を取り付けたてんびん
．．．．

の両

端に物体Ａ，Ｂをつるし，て

んびんが水平になることを

確認した。てんびんにつるし

たまま静かに物体Ａ，Ｂを水

中に沈めて，そのようすを観

察した。 

図５ 

 

図４ 
 

このことについて，次の問１，問２，問３，問４に答えなさい。 

問１ 次の     内の文章は，水中にある直方体の物体にはたらく浮力について述べたものである。①，②に

当てはまる語句をそれぞれ（   ）の中から選んで書きなさい。 

浮力の向きは，常に①（上向き・下向き）である。また，浮力の大きさは，物体の上面と下面にはたらく

水圧によって生じる力の大きさの②（和・差）によって表される。 

問２ 物体Ａについて，ビーカーの底から物体の下面までの高さが 1.0cmのとき，物体Ａにはたらく重力の大き

さと浮力の大きさは，それぞれ何Ｎか。 
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問３ 実験(2)において，ビーカーの底から物体Ａの下面までの高さと，物体Ａにはたらく浮力の大きさの関係を

表したグラフとして，最も適切なものは次のうちどれか。 

ア イ ウ エ 
    

問４ 実験(4)について，物体Ａ，Ｂを水中に沈めたときのてんびんと物体のようすを表しているものとして最も

適切なものは，次のア，イ，ウのうちどれか。また，そのようになる理由を，実験(1)，(2)，(3)からわかるこ

とをもとに，簡潔に書きなさい。ただし，てんびんはある一定の傾きで止まり，物体Ａと物体Ｂがたがいに

ぶつかることはない。 

 

 

問１ ①  ②  

問２ 

重力の大きさ   Ｎ 

浮力の大きさ   Ｎ 

問３  

問４ 

ようす   

理由  
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問１ ① 上向き ② 差 

問２ 

重力の大きさ 0.16 Ｎ 

浮力の大きさ 0.03 Ｎ 

問３ ウ 

問４ 

ようす ウ 

理由 例 物体Ｂの方が物体Ａよりも大きな浮力がはたらくから。 

 

問１ 水圧は水面からの距離が大きい（水深が深い）ほど大きくなるので，物体の上面よりも下面に大きくはたら

く。この上面と下面のそれぞれにはたらく水圧の大きさの差が，浮力の大きさとなる。 

問２ 図４より，ビーカーの底から物体の下面までの高さが 1.0cmのとき，物体Ａをつるしたばねばかりの値は 0.13

Ｎとなることがわかる。また，ビーカーの底から物体の下面までの高さが 6.0cm以上になり，物体Ａ全体が水

面より上にあるとき（浮力がはたらいていないとき），物体Ａをつるしたばねばかりの値は 0.16Ｎとなること

がわかる。よって，重力の大きさは 0.16Ｎである。浮力の大きさは重力の大きさからばねばかりの値を引くと

求められるので，0.16－0.13＝0.03Ｎとなる。 

問３ 図４で，物体Ａにはたらく重力（0.16Ｎ）から，ばねばかりの値を引いたものが浮力の大きさになるので，

物体Ａの下面までの高さが０～4.0cmのときは，浮力の大きさは一定であることがわかる。物体Ａの下面まで

の高さが 4.0～6.0cmのときは，物体Ａの浮力の大きさは次第に小さくなっていく。 

問４ 図４より，物体Ａと物体Ｂがともに水中に完全に沈んでいるとき，物体Ｂの方がばねばかりの値が小さくな

るので，物体Ｂの方がはたらいている浮力が大きいとわかる。よって，ウのように物体Ｂの方が上がる。 
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【過去問 12】 

明さんたちのグループは，凸レンズによる像のでき方について調べるために，次の実験を行った。後の問１～

問３に答えなさい。 

（群馬県 2024 年度） 

［実験］ 

図Ⅰのように，光源，「ぐ」の形に穴をあけた板，凸レンズ，半透明のスクリーンを光学台上に順に並べ，

光源と板の位置を固定した。その後，凸レンズとスクリーンの位置を変え，スクリーン上にはっきりした像

ができたとき，その像をスクリーンの後方から観察した。なお，図Ⅱは，実験で使用した板を表しており，

穴の上端を点Ｐとする。 

図Ⅰ 図Ⅱ 

  

問１ 次の文は，光の進み方について述べたものである。文中の  ａ  に当てはまる語を書きなさい。 

光が空気中からガラスの中へ入射するとき，光は空気とガラスの境界面で折れ曲がって進むことがある。こ

の現象を光の  ａ  という。 

問２ スクリーン上にはっきりした像ができたときのことについて，次の①～④の問いに答えなさい。 

① スクリーン上にできた像を何というか，書きなさい。 

② スクリーン上にできた像の見え方として最も適切なものを，次のア～エから選びなさい。 

ア イ ウ エ 
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③ 図Ⅲは，スクリーン上にはっきりした像ができたときの，凸レ

ンズと板の距離と，凸レンズとスクリーンの距離の関係をグラ

フに表したものである。凸レンズの焦点距離は何cmか，書きなさ

い。 

④ 凸レンズと板の距離を 20cmにしたとき，スクリーンの位置を

変えることで，スクリーン上にはっきりした像ができた。このと

き，板にあけられた「ぐ」の大きさに比べて，スクリーン上には

どのような大きさの像ができるか。最も適切なものを，次のア～

ウから選びなさい。 

ア 大きい像 イ 同じ大きさの像 ウ 小さい像 

図Ⅲ 

 

問３ 次の会話文は，実験で用いた凸レンズを焦点距離が異なる別の凸レンズに変え，スクリーン上にできた像

を調べているときに，明さんたちのグループが交わしたものの一部である。後の①，②の問いに答えなさい。 

明さん：スクリーン上の像は，ぼやけているね。板と凸レンズの位置を変えずに，はっきりした像

ができるためには，スクリーンをどちらに，どれくらい動かせばいいんだろう。 

桃さん：スクリーンを動かさなくても，調べられないかな。 

勇さん：光の道すじについて作図する方法を学んだよ。作図をしてみると分かるかもしれないね。 

明さん：実際に，作図してみようよ。 

図Ⅳ  

※点Ｐから出た３本の矢印は，光の道すじを表している。また，点Ｆ１，点Ｆ２は， 

凸レンズの焦点を表している。 

桃さん：確かに，作図のとおりにスクリーンを動かしてみたら，はっきりした像ができたね。 

明さん：そういえば，凸レンズを変える前の実験で，凸レンズと板の距離が，ある距離より短いと，

どんなにスクリーンを動かしても，スクリーン上に全く像ができなかったね。この凸レン

ズでも，同じように像ができないときがあるのかな。 

勇さん：凸レンズを板側に動かして，もう一度確認してみようよ。 

桃さん：やっぱり。凸レンズを変えても，凸レンズと板の距離が短いと，スクリーン上に像が全く

できないんだね。どうしてだろう。 

勇さん：それは，点Ｐから出て凸レンズを通った後の光が   ｂ   から，スクリーン上に像が

できないと考えられるね。このとき，スクリーン側から凸レンズを通して板の方をのぞく

と，拡大された像が観察できるよ。 



3 身近な物理現象(中１)光・音・力 2024 年度 

20 

① 図Ⅳについて，点Ｐから出た３本の矢印の続きを作図し，その作図をもとに，はっきりした像ができると

きのスクリーンの位置を図にかきなさい。ただし，スクリーンの位置については，動かす前のスクリーンの

位置のように１本の線でかくこと。 

② 文中の  ｂ  に当てはまる文を，光の進み方に着目して，簡潔に書きなさい。 

 

問１  

問２ 

①  ②  

③ cm ④  

問３ 

① 

 

②  

 

問１ 屈折 

問２ 

① 実像 ② エ 

③ 15 cm ④ ア 

問３ 

① 

 

② 例 集まらない 

 

問２ ①，② 凸レンズによってスクリーン上にできた像を実像という。実像は，もとの物体とは上下左右が反対に

なる。像をスクリーンの後方から観察していることに注意する。 

③ 図Ⅲより，凸レンズと板の距離が 30cmのとき，凸レンズとスクリーンの距離も 30cmなので，30cm 

 が焦点距離の２倍とわかる。よって，焦点距離は，
 30cm 

２
＝15cmと求められる。 

④ 凸レンズと板の距離が 20cmのときは，物体が焦点距離の２倍～焦点距離の間にあるときなので，スクリー

ン上にできる実像の大きさは，板の「ぐ」の大きさより大きくなる。 

問３ ① 点Ｐから光軸に平行に出た矢印は，凸レンズの中心から光軸に垂直にのびた線との交点まで進んでから，

焦点Ｆ２に向かって折れ曲がるように作図する。点Ｐから出た真ん中の矢印は，凸レンズの中心を通るように真

っすぐに作図する。点Ｐから出て焦点Ｆ１を通る矢印は，凸レンズの中心から光軸に垂直にのびた線との交点ま
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で進んでから，光軸に平行に進むように作図する。作図した３つの矢印の線が交わるところがスクリーンの位

置である。 

② 物体が焦点距離より内側にあるときなので，スクリーン上には像ができず，凸レンズをスクリーン側から

のぞくと，もとの物体より大きい虚像が見える。 
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【過去問 13】 

次の問いに答えなさい。 

（埼玉県 2024 年度） 

問４ 図２のように，水で満たした円柱状の透明なコップを腕

をのばして持ち，じゅうぶん離れた壁に貼ってある文字

「は」を，コップを通して見るとどのように見えますか。最

も適切なものを，次のア～エの中から一つ選び，その記号を

書きなさい。 

ア  イ  ウ  エ  

図２ 

 

 

問４  

 

問４ イ 

 

問４ コップに入れた水が凸レンズの役割をするので，文字「は」から

出た光は右の図のように２回屈折して目に届き,左右反転した像が

見える。 
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【過去問 14】 

次の問いに答えなさい。 

（千葉県 2024 年度） 

問１ 光や音について説明した文として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選び，その符号を答えな

さい。 

ア 空気中を伝わる音の速さは，光の速さに比べて速い。 

イ 太陽の光は，いろいろな色の光が混ざっている。 

ウ 音の
しん

振
どう

動数が大きい（多い）ほど，音は低い。 

エ 音は，水中では伝わらない。 

 

問１ ㋐ ㋑ ㋒ ㋓ 

 

問１ イ 
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【過去問 15】 

水中の物体にはたらく力を調べるため，次の実験１，２を行いました。これに関して，あとの問いに答えなさ

い。ただし，質量100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，ばねと動
かっ

滑
しゃ

車の質量，糸の質量と体積，糸と動

滑車の
ま

摩
さつ

擦は考えないものとし，糸の
の

伸び縮みはないものとします。なお，実験で用いたばねは，フックの法則が

成り立つものとします。 

（千葉県 2024 年度） 

実験１ 

図１のように，装置を組み立てた。ものさしの印を，何もつるさないときのばねの
はし

端の位置とする。

次に，図２のように，直方体で質量が 140ｇの物体をばねにつるし，台をゆっくり上げながら，物体を

水に入れ，物体が
かたむ

傾くことがないようにして，ばねの伸びを測定した。図２の深さ xは，物体を水中に
しず

沈めたときの，水面から物体の底面までの深さを示している。図３は，実験１の結果をもとに作成した

グラフである。 

図１ 図２ 図３ 
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問１ 実験１で，物体を水中に完全に沈めたとき，物体にはたらく水圧のようすを表した模式図として最も適当

なものを，次のア～エのうちから一つ選び，その符号を答えなさい。ただし，矢印の向きは水圧のはたらく

向きを，矢印の長さは水圧の大きさを表すものとする。 

ア  イ  ウ  エ  

問２ 実験１について，次の①，②の問いに答えなさい。 

① 実験１で用いたばねを，1.0cm伸ばすときに必要な力の大きさは何Ｎか，答えなさい。 

② 実験１で，深さ xが 4.0cmのとき，物体にはたらく浮力の大きさは何Ｎか，答えなさい。 

 

問１ ㋐ ㋑ ㋒ ㋓ 

問２ 

①   Ｎ 

②   Ｎ 

 

問１ エ 

問２ 

① 0.2 Ｎ 

② 0.8 Ｎ 

 

問１ 水圧の大きさは，水面からの深さが深いほど大きくなる。アとイは物体の下側より上側にはたらく水圧のほ

うが大きくなっているので誤り，ウは物体の側面にはたらく水圧の大きさが上と下で同じになっているので誤

りである。 

問２ ① 図３より，質量 140ｇの物体を実験１のばねにつるしたときの伸びは，物体が水に入る前の深さ０cmのば

ねの伸びを読み取り，7.0cm。質量 140ｇの物体にはたらく重力の大きさを a〔Ｎ〕とすると，100ｇ：１Ｎ＝

140ｇ：a〔Ｎ〕より，a＝1.4Ｎ。実験１のばねを 1.0cm 伸ばすために必要な力の大きさを b〔Ｎ〕とすると，

1.4Ｎ：7.0cm＝b〔Ｎ〕：1.0cmより，b＝0.2Ｎとなる。 

② 図３より，深さ xが 4.0cmのとき，ばねの伸びは 3.0cmなので，ばねにかかる力の大きさを c〔Ｎ〕とする

と，0.2Ｎ：1.0cm＝c〔Ｎ〕：3.0cm より，c＝0.6Ｎ。物体にかかる重力の大きさ 1.4Ｎとばねにかかる力の

大きさ 0.6Ｎの差が物体にかかる浮力の大きさなので，浮力の大きさは，1.4－0.6＝0.8Ｎとなる。 
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【過去問 16】 

生徒が，岩石に興味をもち，調べたことについて科学的に探究しようと考え，自由研究に取り組んだ。生徒が

書いたレポートの一部を読み，次の問いに答えよ。 

（東京都 2024 年度） 

＜レポート３＞石英について 

山を歩いているときに見付けた無色透明な部分を含む岩石に

ついて調べたところ，無色透明な部分が石英であり，ガラスの

原料として広く使われていることを知った。 

ガラスを通る光の性質に興味をもち，調べるために，空気中

で図２のように方眼紙の上に置いた直方体のガラスに光源装置

から光を当てる実験を行った。光は，物質の境界面Ｑ及び境界

面Ｒで折れ曲がり，方眼紙に引いた直線Ｌを通り過ぎた。光の

道筋と直線Ｌとの交点を点Ｐとした。なお，図２は真上から見

た図であり，光源装置から出ている矢印（ ）は光の道筋と

進む向きを示したものである。 

図２ 

 

問３ ＜レポート３＞から，図２の境界面Ｑと境界面Ｒのうち光源装置から出た光が通過するとき入射角より

屈折角が大きくなる境界面と，厚さを２倍にした直方体のガラスに入れ替えて同じ実験をしたときの直線Ｌ

上の点Ｐの位置の変化について述べたものとを組み合わせたものとして適切なのは，下の表のア～エのうち

ではどれか。 

 ただし，入れ替えた直方体のガラスは，＜レポート３＞の直方体のガラスの厚さのみを変え，点線（  ）

の枠に合わせて設置するものとする。 

 
光源装置から出た光が通過するとき 

入射角より屈折角が大きくなる境界面 

厚さを２倍にした直方体のガラスに入れ替えて同じ実験をした

ときの直線Ｌ上の点Ｐの位置の変化について述べたもの 

ア 境界面Ｑ 点Ｐの位置は，Ｓの方向にずれる。 

イ 境界面Ｒ 点Ｐの位置は，Ｓの方向にずれる。 

ウ 境界面Ｑ 点Ｐの位置は，Ｔの方向にずれる。 

エ 境界面Ｒ 点Ｐの位置は，Ｔの方向にずれる。 

 

問４ ㋐  ㋑  ㋒  ㋓ 

 

問４ ウ 
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問３ 境界面Ｑでは入射角より屈折角が小さくなり，境界面Ｒでは

入射角より屈折角が大きくなっている。直方体のガラスの厚

さを２倍にすると，光の道筋は右の図のようになり，Ｐの位置

はＴの方向にずれる。 
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【過去問 17】 

次の問いに答えなさい。 

（神奈川県 2024 年度） 

問１ 図１のように，水平な台の上に光源装置とガラスでできた三角柱のプリズムを置き，空気中で光源装置か

ら出た光がプリズムを通りぬけるときの光の道すじを調べた。図２は，図１の一部を真上から示したもので

あり，プリズムの側面Ａに入射し，側面Ｂから出ていく光の道すじを表している。 

 図２の状態から，プリズムの底面が台に接したまま，図２に示した向きにプリズムを少しずつ回転させた

ところ，側面Ｂで全反射が起こった。図２の状態から側面Ｂで全反射が起こるまでの，側面Ａと側面Ｂでの

入射角の変化についての説明として最も適するものをあとの１～４の中から一つ選び，その番号を答えなさ

い。 

図１ 図２ 

  

１ 側面Ａでの入射角と側面Ｂでの入射角はどちらも，しだいに大きくなった。 

２ 側面Ａでの入射角と側面Ｂでの入射角はどちらも，しだいに小さくなった。 

３ 側面Ａでの入射角はしだいに大きくなり，側面Ｂでの入射角はしだいに小さくなった。 

４ 側面Ａでの入射角はしだいに小さくなり，側面Ｂでの入射角はしだいに大きくなった。 

問３ 図１のように，ＡさんとＢさんが体重計に乗ったところ，体重計の示す値はＡさんが57.5kg，Ｂさんが

52.5kgであった。次に，図２のように，ＡさんがＢさんの肩に手をおいて，下向きの力を加えたところ，Ｂ

さんの体重計の示す値が55.0kgになった。このとき，(ⅰ)Ａさんの体重計の示す値，(ⅱ)Ａさんの手がＢさんの

肩から受ける力の向きと大きさとして，最も適するものをそれぞれの選択肢の中から一つずつ選び，その番

号を答えなさい。ただし，質量100ｇの物体にはたらく重力の大きさは1.0Ｎとする。 

図１ 図２ 

  

(ⅰ)の選択肢 １ 55.0kg ２ 57.5kg ３ 60.0kg 

(ⅱ)の選択肢 １ 上向きに 25Ｎ ２ 上向きに 50Ｎ ３ 下向きに 25Ｎ ４ 下向きに 50Ｎ 
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問１ ① ② ③ ④ 

問３ 

(ⅰ) ① ② ③ 

(ⅱ) ① ② ③ ④ 

 

問１ ４ 

問３ 

(ⅰ) １ 

(ⅱ) １ 

 

問１ プリズムが回転していくにつれて，側面Ａでの入射角はしだいに小さくなっていき，屈折角も小さくなって

いく。側面Ｂでプリズムから空気側に入射する光においては，入射角はしだいに大きくなっていき，やがて入

射角の大きさが一定以上になると全反射が起こる。 

問３ 100ｇの物体にはたらく重力の大きさが 1.0Ｎであることから，57.5kg（57500ｇ）のＡさんにはたらく重力の

大きさは 575Ｎ，52.5kg（52500ｇ）のＢさんにはたらく重力の大きさは 525Ｎである。ＡさんがＢさんに下向

きの力を加えて，Ｂさんの体重計が 55.0kg を示しているとき，Ｂさんは体重計から 550Ｎの上向きの力を受

けており，これがＢさんにはたらく重力およびＡさんからＢさんに加えられた下向きの力の合力とつり合って

いる。よって，ＡさんからＢさんに加えられた下向きの力の大きさは，550－525＝25Ｎである。このとき，Ａ

さんもＢさんの肩から上向きに 25Ｎの力を受けており，Ａさんから体重計に加わる力の大きさは，575－25＝

550Ｎである。よって，このときＡさんの体重計が示す値は 55.0kgである。 
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【過去問 18】 

次の問いに答えなさい。 

（新潟県 2024 年度） 

問２ 図１のように，うすいゴム膜を張った透

明なパイプに，プラスチックの管を差し込

んだ器具がある。図２は，この器具を水の中

に入れて，パイプをいろいろな向きに回転

させたときの，ゴム膜のへこみ方を模式的

に表したものである。このとき，水中に 

図１ 図２ 

  

ある器具が，水から受ける力について述べた文として，最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，その符

号を書きなさい。 

ア 水中にある器具のあらゆる面に対して水圧がはたらき，水中にある器具には，全体として上向きの力がは

たらく。 

イ 水中にある器具のあらゆる面に対して水圧がはたらき，それらの力はつり合っている。 

ウ 水中にある器具のゴム膜のみに対して水圧がはたらき，水中にある器具には，全体として上向きの力がは

たらく。 

エ 水中にある器具のゴム膜のみに対して水圧がはたらき，それらの力はつり合っている。 

 

問２  

 

問２ ア 
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【過去問 19】 

ばねを引く力の大きさとばねののびとの関係を調べるために，フックのついたおもりを用いて，次の実験１～

３を行った。この実験に関して，下の問１～問４に答えなさい。ただし，質量 100ｇの物体にはたらく重力を１Ｎ

とし，フックの質量は無視できるものとする。 

（新潟県 2024 年度） 

実験１ 図１のように，スタンドにばねをつるした装置をつくり，そのばねの下の端におもりをつけ，ば

ねののびを測定した。図２は，質量の異なるおもりにつけかえながら，ばねを引く力の大きさとば

ねののびとの関係を調べた結果を，グラフに表したものである。 

実験２ 実験１と同じ装置で，ばねの下の端に質量 12ｇのおもりをつけ，ばねののびを測定した。 

実験３ 図３のように，質量 50ｇのおもりを電子てんびんに置き，実験１で用いたばねを取り付けて上向

きに引き，ばねののびが 3.3cmになったところで静止させ，電子てんびんが示す値を読んだ。 

図１ 図２ 図３ 

   
 

問１ 実験１について，図４は，ばねの下の端におもり

をつけていないときと，おもりをつけたときのよう

すを表したものである。図２に示したばねののびの

値は，図４のア～オのうちのどの長さを測定したも

のか。最も適当なものを一つ選び，その符号を書き

なさい。 

図４ 

 

問２ 実験１について，次の文は，ばねを引く力の大きさとばねののびとの関係について述べたものである。文

中の  Ｘ  に最もよく当てはまる語句を書きなさい。 

ばねののびは，ばねを引く力の大きさに  Ｘ  する。この関係は，フックの法則とよばれている。 

問３ 実験２について，ばねののびは何 cmか。求めなさい。 

問４ 実験３について，電子てんびんが示す値は何ｇか。最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，その符

号を書きなさい。 

ア 23.6ｇ イ 26.4ｇ ウ 47.4ｇ エ 49.7ｇ 
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問１  

問２  

問３   cm 

問４  

 

問１ エ 

問２ 比例 

問３ 1.5 cm 

問４ ア 

 

問３ 100ｇの物体にはたらく重力の大きさが１Ｎなので，実験２でばねにつけたおもり12ｇにはたらく重力の大

きさは0.12Ｎである。図２より，このばねは0.4Ｎの力で引いたときに５cmのびるので，0.12Ｎの力で引い

たときのばねののびをx〔cm〕とすると，0.4Ｎ：５cm＝0.12Ｎ：xより，x＝1.5cmと求められる。 

問４ 実験３でばねののびが 3.3cmなので，ばねを引く力の大きさを y〔Ｎ〕とすると，0.4Ｎ：５cm＝ 

y：3.3cmより，y＝0.264Ｎと求められる。つまり，図３でばねがおもりを引く上向きの力が 0.264Ｎとなるの

で，電子てんびんにはたらく力の大きさは，0.50－0.264＝0.236Ｎであり，それを電子てんびんが示す値で表

すと 23.6ｇである。 
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【過去問 20】 

以下の問いに答えなさい。 

（石川県 2024 年度） 

問４ 理科室の机の上に置いたモノコードの弦をはじき，出た音をマイクロホンを使ってオシロスコープで観

察する実験を行った。次の(1)，(2)に答えなさい。 

(1) モノコードの弦の振動は，何によって耳まで伝わるか，書きなさい。 

(2) 図は，モノコードの弦をはじいたときにオシロスコープに表示された音の振

動のようすであり，縦軸方向は振動の振れ幅を，横軸方向は時間を表している。

次に，このモノコードの弦のはりをより強くして，図の実験のときと同じ強さ

で弦をはじいたときに，オシロスコープに表示される振動のようすはどうなる

か，次のア～エから最も適切なものを１つ選び，その符号を書きなさい。ただ

し，ア～エの縦軸および横軸の１目盛りの大きさは図と同じものとする。 

図 

 

ア イ ウ エ 

    

 

問４ 

(1)  

(2)  

 

問４ 

(1) 空気 

(2) ア 

 

問４ (2) 弦のはりを強くすると，振動数が多くなり，音が高くなる。また，同じ強さで弦をはじくと，振幅が同じ

になり，音の大きさも同じになる。図の波形と比べて振動数が多く，振幅は同じになっているのはアである。

イは振動数が少なく，振幅は同じ。ウは振動数が同じで，振幅は大きい。エは振動数が同じで，振幅は小さい。 

 



3 身近な物理現象(中１)光・音・力 2024 年度 

34 

【過去問 21】 

ばねについて，以下の問いに答えなさい。 

（石川県 2024 年度） 

問１ ばねのように，力によって変形した物体がもとにもどる向きに生じる力を何というか，書きなさい。 

問２ ばねを引く力の大きさが２Ｎのとき，５cm のびるばねがある。このばねののびが 12.5cm になったとき，

ばねを引く力の大きさは何Ｎか，求めなさい。ただし，ばねののびは，ばねを引く力の大きさに比例するも

のとする。 

 

問１   

問２   Ｎ 

 

問１ 弾性力 

問２ ５ Ｎ 

 

問２ ２Ｎの力で５cmのびるばねが 12.5cmのびるときの力の大きさを xＮとすると， 

２：５＝x：12.5より，x＝５Ｎ 
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【過去問 22】 

次のⅠ・Ⅱについて，あとの問いに答えよ。 

（福井県 2024 年度） 

Ⅰ 次の会話文は，太郎さんと花子さんが，図１のように凸レンズを用いてろうそくの実像を観察したときのもの

である。ただし，凸レンズを通る光は，凸レンズに入るときと出るときの２か所で屈折するが，図１では凸レ

ンズの中心線（縦点線）で１回屈折するようにかいている。 

太郎：凸レンズを通る光の進み方を考えるときは， 

① 光軸に平行に入射する光は，凸レンズの反対側の  ア  を通る。 

② 凸レンズの  イ  を通る光は，そのまま直進する。 

③  ア  を通る光は，凸レンズを通った後，光軸と平行に進む。 

この３つの光を考えて作図すればよかったんだよね。 

花子：そうね。①～③の３つの光について，破線で作図をすると図１のようになるね。 

図１  

太郎：この３つ以外の光はどのように進むのかな。 

例えば，ろうそくの先端から出ている光ａやろうそくの根元から出ている光ｂは，どのように進むの

だろう。 

花子：物体の１点から出た光が凸レンズを通って再び１点に集まり，像ができるって学習したよね。それを

もとに考えてみようよ。 

問１ 会話文中の  ア  ， イ  に当てはまる語句をそれぞれ書け。 

問２ 下線の部分について，図１では光ａと光ｂが凸レンズの中心線まで到達した様子をかいている。光ａと光

ｂは凸レンズの中心線を通った後どのように進むか。図１の①～③にならって，凸レンズの中心線で１回屈

折するように，実線の矢印を解答用紙の図にかけ。 
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Ⅱ 透明な物体を通りぬける光の入射角と屈折角の関係を調べるために，光源装置とガラスでできた半円形レンズ

を用いて，次の実験を行った。図２は，記録用紙に点Ｏを中心とした半円形レンズと同じ半径の円をかき，その

円に沿って半円形レンズをのせ，光源装置から出た光の道筋を表したものである。破線は空気とガラスの境界面

に対して垂直な線で，点Ｏを通っている。ただし，図２は実験の様子を真上から見たものであり，反射した光は

かいていない。 

〔実験１〕 図２のように，光を点Ｏで空気側から半円形レンズ側に角

度を変えて入射させた。入射角と屈折角の関係は表１のよ

うになった。 

表１  

〔実験２〕 光を点Ｏで半円形レンズ側から空気側に角度を変えて入

射させた。入射角と屈折角の関係は表２のようになった。

入射角が 50°より大きいとき，屈折した光は確認できな

かった。 

表２  

図２ 

 

問３ 実験１で，入射角と屈折角はどれか。図２のａ～ｄからそれぞれ１つ選んで，その記号を書け。 

問４ 実験２で，入射角が 50°より大きいときのみ起こっている現象を何というか，書け。 

問５ 実験で使った半円形レンズと同じ材質の直方体のガラスを用意

し，図３のように空気側から直方体のガラス側へ光を入射させた。こ

のときの光の道筋として，最も適当なものを次のア～オから１つ選ん

で，その記号を書け。ただし，屈折が起こる場合の反射した光はかい

ていない。 

図３ 

 

ア  イ  ウ   

エ  オ  
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問１ ア  イ  

問２ 

 

問３ 

入射角   

屈折角   

問４  

問５  

 

問１ ア 焦点 イ 中心 

問２ 

 

問３ 

入射角 ｂ 

屈折角 ｄ 

問４ 全反射 

問５ オ 

 

問１ 凸レンズを通った光の進み方 

・焦点を通った光…光軸に平行に進む 

・凸レンズの中心を通った光…そのまま直進する 

・光軸に平行な光…焦点を通る 

問２ ろうそくの炎の先端から出た光であるａは，凸レンズで屈折した後，実像のろうそくの炎の先端を通るよう

に進む。ろうそくの根本の部分から出た光であるｂは，凸レンズで屈折した後，実像のろうそくの根本の部

分を通るように進む。 

問３ 空気と半円形レンズの境界面に対して垂直な線と，入射光がなす角を入射角，屈折光がなす角を屈折角とい

う。 

問４ 半円形レンズ側から空気との境界面に光を当て，入射角を大きくしていくと，入射角がある値より大きくな

ったとき，境界面ですべての光が反射し，空気中に出ていく光がなくなる。このような現象を全反射という。 
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問５ 図３では，まず直方体のガラスの左側の面で，空気からガラスへ光

が入射しており，このときの入射角は右の図のように 60°である。

このとき，表１より，屈折角が 30°になるように屈折する。この光が

直方体ガラスの上側の面に入射するが，このときの入射 
 

角は60°となる。表２より，ガラスから空気へ入射角60°入射するときは全反射が起きることがわか

る。この光は直方体のガラスの右側の面に入射し，入射角は30°となる。このときの屈折角は，ガラ

スの左側の面に入射したときとは反対に，60°となる。 
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【過去問 23】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（山梨県 2024 年度） 

問１ 音の性質を調べるために，振動数がそれぞれ異なる３つのおんさＡ～Ｃを用いて，次の実験を行った。(1)

～(3)の問いに答えなさい。 

〔実験〕① 図１のようにコンピュータとマイクロホンをつないで，おんさの音を記録する準備をした。おんさ

Ａをたたいて音を鳴らしたところ，コンピュータに表示された波形は，図２のようになった。図２の縦

軸は振幅を，横軸は時間を表している。 

② おんさＢとおんさＣについても，たたいて音を鳴らして波形を調べた。 

図１ 図２ 

  

(1) おんさのように，振動して音を発している物体を何というか，その名称を書きなさい。 

(2) 〔実験〕の②で，おんさＢの音は，〔実験〕の①のおんさＡの音よりも，音の大きさは大きく，音の高さ

は低く聞こえた。このとき，コンピュータに表示された波形として最も適当なものはどれか，次のア～エか

ら一つ選び，その記号を書きなさい。ただし，縦軸は振幅を，横軸は時間を表しており，目盛りのとり方は

図２と同じである。 

ア イ ウ  エ 

    

(3) おんさＡの振動数は，440Ｈｚであることがわかった。図３は，〔実験〕

の②で，おんさＣをたたいたときにコンピュータに表示された波形であ

る。おんさＣの振動数は何Ｈｚか，求めなさい。ただし，縦軸は振幅を，

横軸は時間を表しており，目盛りのとり方は図２と同じである。 

図３ 

 

問２ ゆうまさんは，花火大会の花火を利用して，光と音の性質を調べた。花火が開くとき，光が見えてから音

が聞こえるまでの時間を計測したところ 3.5秒であった。(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) 花火が開くとき，光が見えてから音が聞こえるまでの時間に差があるのはなぜか，その理由を，「光」，「音」

という二つの語句を使って，簡潔に書きなさい。 

(2) 花火が開いた場所とゆうまさんとの距離は何ｍと考えられるか，求めなさい。ただし，音が空気中を伝わ

る速さは 340ｍ/秒とする。 
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問１ 

(1)   

(2)   

(3)   Hz 

問２ 

(1)  

(2)   ｍ 

 

問１ 

(1) 音源 

(2) ウ 

(3) 880 Hz 

問２ 

(1) 例  音の速さは光の速さより遅いから 

(2) 1190 ｍ 

 

問１ (2) 音の大きさと高さ 

・音の大きさ…振幅が大きいほど大きくなる。 

・音の高さ……振動数が多く（大きく）なるほど高くなる。 

おんさＡの音よりも，音の大きさが大きく，音の高さが低いので，図２よりも振幅が大きく，振動数が少

ない波形を選べばよい。 

(3) 図２の 440Hzの音は，横軸の４目盛り分で１回振動しているが，図３の音は横軸の４目盛り分で２回振動

している。つまり，おんさＡが１回振動するのと同じ時間でおんさＣは２回振動していることになるので，

おんさＣの振動数はＡの２倍であるとわかる。よって，440Hz×２＝880Hz 

問２ (1) 光は１秒間におよそ 30万 km進むため，花火が開くのとほぼ同時に目に届くが，音は空気中を１秒間に

およそ 340ｍ進むため，遠くで花火が開くとき，光が見えてから音が聞こえるまでには少し時間がかかる。 

(3) 花火が開いてから音が届くまでの時間が 3.5秒であるとき，音が 3.5秒で進む距離は， 

340m/s×3.5ｓ＝1190ｍとなる。 
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【過去問 24】 

問いに答えなさい。 

（長野県 2024 年度） 

問２ 図４は，自転車の反射板である。反射板は，鏡と鏡を90°に組み合わせたものが並

んでおり，斜めから光を当てても，光源の方向に光を反射する特徴がある。反射板の

反射のしくみを調べるため，次の実験を行った。 

図４ 

  

〔実験３〕 

① 水平な机に置いた方眼紙の上に，鏡の面が90°になるように組み

合わせた同じ大きさの２枚の鏡を垂直に立て，鏡１，鏡２とした。 

② ２枚の鏡を真上から見ながら，光源装置の位置を変え，図５のよ

うに，鏡１の中心に向けて，様々な角度で光を当てた。 

③ 鏡１の入射角Ｃ，鏡２の反射角Ｄを記録し，表３にまとめた。 

図５ 

 

表３ 

 

〔実験４〕 

① 大，中，小の３種類の大きさの鏡をそれぞれ実験３の①のように置いた。 

② 鏡１の中心に入射角が 45°になるようにそれぞれ光を当て，光の道筋を真上から見て記録し，結果

を表４にまとめた。 

表４ 

 

(1) 表３から，Ｃが 40°のとき，鏡２の入射角の大きさは何度か，書きなさい。 

(2) 表３の結果についてまとめた次の文の  あ  に当てはまる値を書きなさい。また，  い  に当てはまる適切

な言葉を書きなさい。 

Ｃが変わっても，鏡１の入射角と反射角，鏡２の入射角と反射角のすべての合計は  あ  °となる。この

ことより，鏡１に入射した光の道筋に対して，鏡２で反射した光の道筋は，常に平行で  い  向きとなる。 

(3) 表４から，光源の近くに光を戻す反射板の構造として適切なものを，次のア，イから１つ選び，記号を書

きなさい。また，そのように判断した理由を，光の道筋の間隔という語句を使って簡潔に書きなさい。 

ア より大きな鏡を組み合わせた構造 イ より小さな鏡を組み合わせた構造 
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(4) 反射板は，月面にも設置されている。地球から月面上の反射板へ光を発射すると，発射から約何秒後に光

が地球へ戻ってくるか，小数第１位を四捨五入して，整数で書きなさい。ただし，地球と月面の間の距離は

38万 km，光の速さを 30万 km/sとする。 

 

問２ 

(1)   ° 

(2) 

あ   

い  

(3) 

記号   

理由  

(4) 約  秒後 

 

問２ 

(1) 50 ° 

(2) 

あ 180 

い 例  逆 

(3) 

記号 イ 

理由 

例  

小さい鏡ほど，鏡１に入射した光の道筋と鏡２で反射した光

の道筋の間隔がせまくなるから 

(4) 約 ３ 秒後 

 

問２ (1) 光の反射の法則 

光が反射するとき，入射角の大きさと反射角の大きさはいつも等しい。 

表３で，Ｃが 40°のときＤが 50°なので，光の反射の法則より，鏡２の入射角も 50°である。 

(2) Ｃの角度を x°とすると，鏡１の反射角も x°である。鏡１の鏡面に垂直な線と，鏡１の反射光と，鏡２の

鏡面に垂直な線によってできる三角形は直角三角形なので，鏡２の入射角とＤの大きさは， 

（90－x）°と表せる。よって，Ｃと鏡１の反射角，鏡２の入射角とＤをすべて合計すると， 

x＋x＋（90－x）＋（90－x）＝180°と求められる。 
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(4) 地球から月へ進んで，月から地球へ戻ってくるので，光の進む距離は，380000km×２＝760000kmで 

 ある。よって，それにかかる時間は，
760000km

 300000km/s 
  ＝2.53…秒と求められる。小数第１位を四捨五入すると，

約３秒となる。 
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【過去問 25】 

物体が水から受ける力について調べるため，次の〔実験１〕から〔実験３〕までを行った。ただし，糸の質量

は無視できるものとする。 

〔実験１〕① 重さ 12.0Ｎの直方体である物体Ａの上面に糸を取り付け，ばねばかりにつるした。 

② ビーカーを用意し，ビーカーに水

を入れた。 

③ 図１のように，ばねばかりにつる

した物体Ａの底面が水平になるよう

にして，底面を水面の位置に合わせ

た。 

④ 次に，物体Ａをビーカーにふれな

いように，底面と水面が平行な状態

を保って，図２のように水面から底

面までの深さが 6.0cm となる位置ま

で沈めながら，ばねばかりの示す値

を測定した。 

 

図１ 図２ 

  

表は，〔実験１〕の結果をまとめたものである。 

表 

水面から物体Ａの底面までの深さ〔cm〕 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 

ばねばかりが示す値〔Ｎ〕 10.0 8.0 6.0 4.0 2.2 2.2 

〔実験２〕① 質量の無視できる長さ 24cmの棒，物体Ｂ，〔実験１〕と同じ物体Ａを用意した。 

② 棒の一端に物体Ａを，他端に物体Ｂを糸で取り付けた。 

③ 図３のように，物体Ａをつるした端から 16cmの点で棒を糸でつるし，棒が水平になるように

手で支えた。 

④ 棒を支えている手を静かにはなし，棒のようすを観察した。 

⑤ 棒をつるす糸の位置をかえた。 

⑥ 図４のように，ビーカーに水を入れ，物体Ａを 2.0cm だけビーカーの水に沈め，棒が水平に

なるように手で支えた。 

⑦ 棒を支えている手を静かにはなし，棒のようすを観察した。 

図３  図４  
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〔実験２〕の④の結果，棒は水平のまま静止した。 

〔実験２〕の⑦の結果，棒は水平のまま静止した。 

〔実験３〕① 重さ 17.0Ｎの物体Ｃを用意し，図５のように，水そうの水に浮かべた。 

② 水そう，水，定滑車，糸，ばねばかりを用いて，図６のような装置をつくった。 

③ 物体Ｃが水中で静止するようにばねばかりを引き上げて，ばねばかりの示す値を記録した。 

図５  図６  

〔実験３〕の③の結果，ばねばかりは 3.0Ｎを示した。 

次の問１から問４に答えなさい。 

（愛知県 2024 年度） 

問１ 〔実験１〕で，水面から物体Ａの底面までの深さが 4.0cmになったとき，物体Ａにはたらく浮力はどちら

向きか。また，浮力の大きさは何Ｎか。その組み合わせとして最も適当なものを，次のアからエまでの中か

ら選びなさい。 

ア 上向き，4.0Ｎ イ 上向き，8.0Ｎ ウ 下向き，4.0Ｎ エ 下向き，8.0Ｎ 

問２ 次の文章は，水圧と浮力について述べたものである。文章中の（ Ⅰ ）から（ Ⅲ ）までにあてはま

るものとして最も適当なものを，下のアからキまでの中からそれぞれ選びなさい。なお，文章中の２か所の

（ Ⅰ ）には同じものがあてはまる。 

〔実験１〕のように，物体を水中に入れると，物体は水圧を受ける。一般に，水圧の大きさと水面からの

深さの間には，水圧は（ Ⅰ ）という関係がある。このため，物体の一部が水から出ている間は，浮力と

深さの間には，浮力は（ Ⅰ ）という関係が成り立つ。 

その後，物体全体が水中に入ると，浮力は直方体の底面と上面に加わる力の差によって生じるため，浮力

は（ Ⅱ ）。 

これらのことから，〔実験１〕に用いた物体Ａの高さは（ Ⅲ ）であると考えられる。 

ア 深いほど大きい イ 深いほど小さい ウ 深さに関係なく一定である 

エ 4.5cm オ 4.7cm カ 4.9cm キ 5.1cm 

問３ 〔実験２〕の⑦で棒が水平で静止したとき，棒を糸でつるしていた点は，物体Ａをつるした端から何 cm

のところか。最も適当なものを，次のアからコまでの中から選びなさい。 

ア 11cm イ 12cm ウ 13cm エ 14cm オ 15cm 

カ 16cm キ 17cm ク 18cm ケ 19cm コ 20cm 
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問４ 〔実験３〕の結果から，図５のように物体Ｃが水に浮かんで静止しているとき，物体Ｃの水面より上にあ

る部分の体積は，物体Ｃ全体の何％か。最も適当なものを，次のアからクまでの中から選びなさい。 

ア 3.0％ イ 5.7％ ウ 10％ エ 14％ 

オ 15％ カ 17％ キ 20％ ク 25％ 

 

問１ ㋐ ㋑ ㋒ ㋓ 

 Ⅰ ㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔ ㋕ ㋖ 

問２ Ⅱ ㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔ ㋕ ㋖ 

 Ⅲ ㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔ ㋕ ㋖ 

問３ ㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔ ㋕ ㋖ ㋗ ㋘ ㋙ 

問４ ㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔ ㋕ ㋖ ㋗ 

 

問１ イ 

 Ⅰ ア 

問２ Ⅱ ウ 

 Ⅲ カ 

問３ ク 

問４ オ 

 

問１ 表より，水面から物体Ａの底面までの深さが 4.0cmになったときの，ばねばかりが示す値は 4.0Ｎであると

わかる。このとき物体に上向きの浮力がはたらき，その大きさは，12.0－4.0＝8.0Ｎである。 

問２ 水圧は，水面からの深さが深いほど大きくなる。水中に入っている物体の体積が大きいほど浮力は大きくな

るが，物体全体が水中に入ると，浮力の大きさは水面からの深さによらず一定となる。表より，物体Ａを少し

ずつ水中に沈めていったとき，ばねばかりが示す値は少しずつ小さくなっていき，2.2Ｎで一定となっている。

つまり，物体Ａ全体が水中に入っているとき，12.0－2.2＝9.8Ｎの浮力がはたらいていることがわかる。また，

表より，物体Ａ全体が水中に入るまでは，水面から物体Ａの底面までの深さが 1.0cm深くなるごとに，ばねば

かりが示す値が 2.0Ｎ小さくなる（浮力が 2.0Ｎ大きくなる）ことがわかるので，物体Ａ全体が水中に入り，

9.8Ｎの浮力がはたらくようになるときの水面から物体Ａの底面までの深さを xcmとすると，1.0：2.0＝x：9.8

より，x＝4.9cmと求められる。これが物体Ａの高さと等しい。 

問３ 図３では，物体Ａをつるした端から支点までの距離：物体Ｂをつるした端から支点までの距離 

＝16：（24－16）＝16：８＝２：１となる。よって，物体Ａと物体Ｂの重さの比は， 

Ａ：Ｂ＝１：２＝12.0：24.0 とわかるから，物体Ｂの重さは 24.0Ｎである。また，図４では，物体Ａが水に

2.0cm 沈んだときにつり合っているので，このとき物体Ａをつるしている糸が棒を下に引く力は表より 8.0

Ｎである。つまり，図４で物体Ａと物体Ｂをつるしている糸が棒を引く力の比は， 
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Ａ：Ｂ＝8.0：24.0＝１：３となり，物体Ａをつるした端から支点までの距離：物体Ｂをつるした端から支点ま

での距離＝３：１となる。したがって，物体Ａをつるした端から支点までの距離は， 

 24.0×
 ３ 

４
＝18.0cmと求められる。 

問４ 図６のとき，糸が物体Ⅽを下向きに引く力は 3.0Ｎ，物体Ⅽにはたらく重力は 17.0Ｎであるから，物体Ⅽに

はたらく浮力は 3.0＋17.0＝20.0Ｎである。一方，図５では物体Ⅽの一部が水面より上に出ている状態で，物

体にはたらく重力と浮力がそれぞれ 17.0Ｎでつり合っている。物体Ⅽの体積を ycm3，図５で物体Ｃの水面より

上にある部分の体積を zcm3とすると，水面より下にある部分の体積は（y－z）cm3と表すことができる。また，

浮力の大きさは水中に沈んでいる物体の体積に比例するので， 

 y：（y－z）＝20.0：17.0より，z＝
３

 20 
 yが成り立つ。したがって，

z

  y 
×100＝15より，15％となる。 
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【過去問 26】 

次の実験について，あとの各問いに答えなさい。 

（三重県 2024 年度） 

<実験> 
とつ

凸レンズによってできる実像を調べるために，物体（Ｐ字形に発光ダイオードを並べた光源），
しょう

焦
てん

点
きょ

距
り

離 10cmの凸レンズ，スクリーン，光学台を用いて，凸レンズを光学台の中央に固定し，次の①～③

の順序で実験を行った。 

① 図１のように，凸レンズから物体までの距離を 15cmにし，実

像が映るようにスクリーンを移動させたところ，凸レンズとス

クリーンの距離は 30cmだった。 

② ①の状態から，物体の位置を，凸レンズから遠ざけるように

５cm移動させ，実像が映るようにスクリーンを移動させた。 

③ ②の状態から，物体の位置を，凸レンズから遠ざけるように

さらに 10cm移動させ，実像が映るようにスクリーンを移動させ

た。 

図１ 

 

問１ ①について，スクリーンに映った実像の上下・左右の向きと大きさは，物体と比べて，それぞれどのよう

になっていたか，次のア～エから最も適当なものを１つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 上下・左右の向きはともに同じ向きで，大きさは実像の方が大きかった。 

イ 上下・左右の向きはともに同じ向きで，大きさは実像の方が小さかった。 

ウ 上下．左右の向きはともに逆向きで，大きさは実像の方が大きかった。 

エ 上下・左右の向きはともに逆向きで，大きさは実像の方が小さかった。 

問２ ②について，スクリーンに実像が映ったとき，凸レンズとスクリーンの距離は何 cmか，求めなさい。 

問３ ③について，図２は，スクリーンに実像が映ったときの，物体の位置，凸レンズ，スクリーンを模式的に

示しており，３本の は，物体の１点Ａから出た光の道すじを
と

途
ちゅう

中まで示したものである。３本の

で示した光が，凸レンズを通った後に進む，スクリーンまでの光の道すじを，図２に を使って

表しなさい。ただし，光は凸レンズの中心線上で屈
くっせつ

折することとする。 

図２  

問４ 凸レンズで屈折した光が実像をつくるしくみに関係することがらについて述べたものはどれか。次のア

～エから最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 虫
むし

眼
め

鏡
がね

で，花を拡大して観察する。 イ 光ファイバーで，情報を送る。 

ウ 鏡で，自分の姿を見る。 エ カメラで，物体の写真をとる。 
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問１  

問２   cm 

問３ 

 

問４  

 

問１ ウ 

問２ 20 cm 

問３ 

 

問４ エ 

 

問１ 凸レンズがつくる実像の特徴 

凸レンズを通過した光がつくる実像には，次のような特徴がある。 

・もとの物体と上下左右が逆向きとなる。 

・物体の位置が焦点に近づくほど，実像ができるスクリーンの位置は凸レンズから離れ，ま

た，できる実像は大きくなる。 

・物体の位置が焦点距離の２倍の位置にあるとき，凸レンズの反対側で焦点距離の２倍の位

置にあるスクリーンに，もとの物体と同じ大きさの実像ができる。 

凸レンズから物体までの距離が焦点距離の２倍より小さく，凸レンズからスクリーンまでの距離が焦点距離

の２倍より大きいので，スクリーン上にできる実像は，物体よりも大きくなる。 

問２ 凸レンズから物体までの距離は 15＋５＝20cm となっており，焦点距離の２倍である。よって，凸レンズと

スクリーンの距離も焦点距離の２倍の 20cmとなる。 
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問３ Ａから出て光軸に平行に進む光（右の図の①）は，反対

側の焦点を通るように凸レンズで屈折する。また，Ａから

出て凸レンズの中心を通る光（③）は，そのまま直進する。

これらの光がスクリーン上で交わる点に，Ａの像がうつ

る。よって，Ａから出た②のような光も，このＡの像の点

に集まるように凸レンズで屈折する。 

 
問４ カメラは，凸レンズで屈折した光がつくる実像を記録することで写真をとっている。虫眼鏡は，凸レンズを

通して見える虚像を観察する道具である。光ファイバーは全反射を利用して光を遠くまで届けている。鏡は，

光の反射による像を見る道具である。 
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【過去問 27】 

ばねにはたらく力について調べる実験を行いました。後の問いに答えなさい。ただし，100ｇの物体にはたらく

重力の大きさを１Ｎとします。 

（滋賀県 2024 年度） 

【実験１】 

図１ 

 

〈方法〉 

① 図１のように，装置を組み立て，ばねをつるす。 

② ばねに指標をとりつけ，指標の位置にものさしの０cmの位置を合わせ

る。 

③ 同じ質量のおもりを３個使って，つるすおもりの数をふやしながら，ば

ねののびをはかる。 

〈結果〉 

表１は，③の結果をまとめたものである。 

表１ 

 

問１ 実験１で，おもりの数とばねののびには，どのような関係がありますか。書きなさい。 

問２ 実験１で，おもり３個をつるしたとき，ばねを引く力の大きさは何Ｎですか。ただし，おもり１個の質量

を 200ｇとします。 

 

問１  

問２   Ｎ 

 

問１ 比例 

問２ ６ Ｎ 

 

問１ フックの法則 

ばねののびは，ばねを引く力の大きさに比例する。 

問２ おもり１個の質量が 200ｇなので，おもり３個の質量は，200ｇ×３個＝600ｇである。100ｇの物体にはたら

く重力の大きさを１Ｎとするので，600ｇの物体にはたらく重力の大きさは６Ｎと求められる。 
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【過去問 28】 

モノコードとオシロスコープを用いて，次の〈実験〉を行った。これについて，問１・問２に答えよ。 

（京都府 2024 年度） 

〈実験〉 

操作① 右のⅠ図のように，モノコードに弦をはる。また，オシロスコー

プの画面を横軸が時間，縦軸が振幅を表すように設定する。 

操作② 弦をはじいて出る音をオシロスコープで観察し，表示された波

形を記録する。 

Ⅰ図 

 

操作③ 弦をはる強さと弦をはじく強さをそれぞれ変えて，弦をはじいて出る音をオシロスコープで観

察し，表示された波形を記録する。 

【結果】 操作②では，右のⅡ図の波形を記録した。また，

操作③では，右のⅢ図の波形を記録した。ただし，

Ⅱ図とⅢ図の横軸の１目盛りが表す大きさは等し

いものとし，Ⅱ図とⅢ図の縦軸の１目盛りが表す

大きさは等しいものとする。 

Ⅱ図 Ⅲ図 

  

問１ 下線部弦をはる強さと弦をはじく強さについて，【結果】から考えて，操作③では操作②と比べて弦をは

る強さと弦をはじく強さをそれぞれどのように変えたと考えられるか，最も適当なものを，次の(ア)～(エ)

から１つ選べ。 

(ア) 弦のはりを弱くし，弦を弱くはじいた。 (イ) 弦のはりを弱くし，弦を強くはじいた。 

(ウ) 弦のはりを強くし，弦を弱くはじいた。 (エ) 弦のはりを強くし，弦を強くはじいた。 

問２ 操作②で観察した音の振動は１秒間に500回であった。このことと，Ⅱ図から考えて，Ⅱ図の横軸の１目

盛りが表す時間の長さは何秒であるか，最も適当なものを，次の(ア)～(エ)から１つ選べ。また，【結果】

から考えて，操作③で観察した音の振動数は何Hzか求めよ。 

(ア) 0.0004秒 (イ) 0.001秒 (ウ) 0.002秒 (エ) 0.004秒 

 

問１ ア  イ  ウ  エ 

問２ ア  イ  ウ  エ   Hz 

 

問１ イ 

問２ イ 200 Hz 

 

問１ Ⅱ図とⅢ図の波形を比較すると，Ⅲ図の方が振動数は少なく，振幅は大きい。弦のはりを弱くすると振動数
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は少なくなり，はりを強くすると振動数は多くなる。また，弦を強くはじくと振幅は大きくなり，弱くはじく

と振幅は小さくなる。よって，操作③では弦のはりを弱くし，弦を強くはじいたとわかる。 

問２ １秒間に500回振動するときの振動数を500Hzと表す。500Hzの音が１回振動するのにかかる時間は， 

１

 500 
＝0.002秒である。Ⅱ図では横軸の２目盛りで１回振動しているので，２目盛りが 0.002秒を表し 

ていることになる。つまり，１目盛りが表す時間の長さは 0.001秒である。Ⅲ図では横軸の５目盛りで１回振
動しているので，１回振動するのにかかる時間は 0.005秒である。よって，操作③で観察した音 

の振動数は，
１

 0.005 
＝200Hzである。 
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【過去問 29】 

力と圧力に関する次の問いに答えなさい。 

（兵庫県 2024 年度） 

問２ 物体にはたらく力について，次の実験を行った。実験１，３ともに容器は常に水平を保ち，水中に沈めて

も水そうの底につかないものとする。ただし，100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 

<実験１> 

(a) 図４のように，円柱の形をした容器におもりを入れて密閉した。 

(b) 図５のように，糸に容器をつるし，容器全体を水中に沈めた。 

(1) 図５のとき，円柱の形をした容器の上面，下面に

はたらく水圧の大きさについて説明した文として

適切なものを，次のア～ウから１つ選んで，その符

号を書きなさい。 

ア 容器の上面にはたらく水圧は下面にはたらく

水圧より大きい。 

イ 容器の上面にはたらく水圧は下面にはたらく

水圧より小さい。 

ウ 容器の上面にはたらく水圧は下面にはたらく

水圧と等しい。 

図４ 図５ 
  

<実験２> 

図６のような容器とばねを用いて，容器の中のおもりの数を変えながら，ばねに容器をつるし，容器がば

ねに加えた力の大きさとばねののびをはかった。図７は，ばねに加えた力の大きさとばねののびの関係を表

したものである。ただし，ばねはフックの法則にしたがうものとする。 

(2) 実験２で用いたばねが 3.5cm のびているとき，

ばねに加わる力の大きさは何Ｎか，小数第２位ま

で求めなさい。 

図６ 図７ 
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<実験３> 

(a) 図４の円柱の形をした同じ容器を２つ用意し，それぞれの

容器に入れるおもりの数を変えて密閉し，容器Ａ，Ｂとした。 

(b) 図８のように，実験２のばねを用いて作成したばねばかり

に容器をつるし，水中にゆっくりと沈めていき，水面から容器

の下面までの距離とばねばかりが示した値を表にまとめた。 

図８ 
 

表 

水面から容器の下面まで 

の距離〔cm〕 
０ 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 

ばねばかりが 

示す値〔Ｎ〕 

容器Ａ 0.60 0.53 0.46 0.39 0.32 0.25 0.25 0.25 

容器Ｂ 0.80 0.73 0.66 0.59 0.52 0.45 0.45 0.45 

(3) 実験２，３からわかることを説明した文として適切なものを，次のア～エから１つ選んで，その符号を書

きなさい。 

ア ばねばかりに容器Ａをつるし，容器Ａ全体を水中に沈めたとき，水面から容器の下面までの距離が大き

いほど，容器Ａが受ける浮力の大きさは大きい。 

イ ばねばかりに容器Ａをつるし，水面から容器の下面までの距離が 6.0cm になるまで沈めたとき，容器

Ａにはたらく力は重力と浮力のみである。 

ウ ばねばかりに容器Ａ，Ｂをそれぞれつるし，水面から容器の下面までの距離が 6.0cm になるまで沈め

たとき，容器Ａが受ける浮力の大きさは容器Ｂが受ける浮力の大きさより小さい。 

エ 容器Ｂのおもりを調節し，容器Ｂ全体の質量を 30ｇにしたものをばねばかりにつるし，水中にゆっく

りと沈めていくと，容器Ｂ全体が水中に沈むことはない。 

(4) 容器Ａを実験２で用いたばねにつるし，水面から容器の下面までの距離が 6.0cm になるまで水中に沈め

たとき，水面から容器の下面までの距離が０cmのときと比べ，ばねは何 cm縮むか，四捨五入して小数第１

位まで求めなさい。 

 

問２ 

(1)  

(2)   Ｎ 

(3)  

(4)   cm 
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問２ 

(1) イ 

(2) 1.05 Ｎ 

(3) エ 

(4) 1.2 cm 

 

問２ (2) 図７より，力の大きさが 0.60Ｎのとき，ばねののびが 2.0cmになると読み取れるので，ばねが 3.5cmの

びているときにばねに加わる力の大きさを xＮとすると，0.60Ｎ：2.0cm＝x：3.5cmより， 

x＝1.05Ｎと求められる。 

(3) 表より容器Ａ，容器Ｂがそれぞれ受ける浮力の大きさを求めると，次の表のようになる。 

水面から容器の下面まで

の距離〔cm〕 
０ 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 

ばねばかりが

示す値〔Ｎ〕 

容器Ａ 0.60 0.53 0.46 0.39 0.32 0.25 0.25 0.25 

容器Ｂ 0.80 0.73 0.66 0.59 0.52 0.45 0.45 0.45 

浮力の大きさ

〔Ｎ〕 

容器Ａ 
０ 0.07 0.14 0.21 0.28 0.35 0.35 0.35 

容器Ｂ 

容器Ｂ全体が沈んだときに加わる浮力の大きさは 0.35Ｎであり，おもりも含めた容器Ｂ全体の質量が 30

ｇのときの重力の大きさは 0.30Ｎなので，浮力のほうが大きくなり，容器全体が沈むことはないので，エ

は正しい。 

(4) ばねばかりが示す値が，ばねに加わる力の大きさである。水面から容器の下面までの距離が０cm のとき，

ばねばかりが示す値は 0.60Ｎなので，図７より，ばねののびは 2.0cmである。また，水面から容器の下面ま

での距離が 6.0cm のとき，ばねばかりが示す値は 0.25Ｎなので，このときのばねののびを ycm とすると，

図７とフックの法則より，0.60Ｎ：2.0cm＝0.25Ｎ：y となり，y＝0.833…cm≒0.83cm と求められる。よっ

て，ばねが縮むのは，2.0－0.83＝1.17cmとなり，小数第２位を四捨五入すると 1.2cmである。 
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【過去問 30】 

良太さんは，物体にはたらく浮力について調べるために，次の実験を行った。各問いに答えよ。ただし，質量

100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，糸の質量や体積は考えないものとする。 

（奈良県 2024 年度） 

実験 図１のような質量 60ｇの直方体の物体を用

意した。物体に糸をつけ，図２のようにばねば

かりにつるしたところ，ばねばかりの値は

0.60Ｎを示した。その後，図３のように物体を

ビーカーの水の中に少しずつ沈め，水面から

物体の下面までの長さとそのときのばねばか

りの値を記録した。表１は，その結果をまとめ

たものである。なお，物体の下面は常に水面と

平行で，ビーカーの底面に接していない。 

図１ 図２ 図３ 
   

表１ 

水面から物体の下面までの長さ〔cm〕 ０ 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 

ばねばかりの値〔Ｎ〕 0.60 0.52 0.44 0.36 0.28 0.20 0.20 0.20 

問１ 実験の結果をもとに，水面から物体の下面までの長さと，浮力の大きさとの関係をグラフに表せ。 

問２ 図２において，物体が静止しているときにつり合いの関係にある２力を示しているものとして最も適切

なものを，次のア～ウから１つ選び，その記号を書け。 

ア 糸が物体を引く力と物体が糸を引く力 イ 物体にはたらく重力と物体が糸を引く力 

ウ 物体にはたらく重力と糸が物体を引く力 

問３ 実験において，物体全体が水中に沈んでいるときに物体にはたらく水圧を矢印で表したものとして最も

適切なものを，次のア～エから１つ選び，その記号を書け。ただし，矢印の向きは水圧のはたらく向きを，

矢印の長さは水圧の大きさを表している。 

ア 

 

イ 

 

ウ 

 

エ 

 

問４ 実験において，水面から物体の下面までの長さが 2.0cmであるとき，物体の下面にはたらく水圧の大きさ

は何Ｐａか。その値を書け。 
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問５ 良太さんは，実験を行う前は，物体を深く沈めるほど浮力が大きくなると考えていたが，実験の結果から，

物体全体が水中に沈んだ後は，さらに深く沈めても浮力の大きさは変わらないことがわかった。そこで，浮

力の大きさは物体の質量や体積と関係があると考え，物体全体を水中に沈めたときの，浮力の大きさと物体

の質量や体積との関係について調べるために，次の  内の実験を行った。 

質量や体積の異なる直方体の物体Ａ～Ｆを用意し，それぞれの物体について，

図４のように物体全体をビーカーの水の中に沈めたときのばねばかりの値を記録

した。表２は，その結果をまとめたものである。なお，物体の下面は常に水面と

平行で，ビーカーの底面に接していない。 

表２ 

 

図４ 

 

① 良太さんは，物体全体を水中に沈めたときの，浮力の大きさと物体の質量や体積との関係について，物体Ａ

～Ｆのうち，ある３つの物体の実験結果だけを用いて調べられることに気づいた。物体Ａ～Ｆのうち，どの

物体の実験結果を用いればよいか。適切なものを，Ａ～Ｆから３つ選び，その記号を書け。 

② この実験の結果から，物体全体を水中に沈めたときの浮力の大きさは何と関係していると言えるか。最も

適切なものを，次のア～ウから１つ選び，その記号を書け。 

ア 物体の質量のみ イ 物体の体積のみ ウ 物体の質量と体積の両方 

 

問１ 

  

問２  

問３  

問４   Ｐａ 

問５ ①  ②  
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問１ 

例  

問２ ウ 

問３ エ 

問４ 200 Ｐａ 

問５ ① Ａ，Ｃ，Ｄ ② イ 

 

問１ 物体にはたらく重力の大きさとばねばかりの値の差が浮力の大きさなので，浮力は次の表のようになる。こ

れをグラフに表せばよい。 

水面から物体の下面までの長さ〔cm〕 0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 

ばねばかりの値〔Ｎ〕 0.60 0.52 0.44 0.36 0.28 0.20 0.20 0.20 

浮力〔Ｎ〕 0 0.08 0.16 0.24 0.32 0.40 0.40 0.40 
 
問２ つり合いの関係にある２力 

・１つの物体にはたらく。 

・力の大きさが同じ。 

・向きが反対。 

・一直線上にある。 

問３ 水圧 

・水中にある物体にあらゆる方向からはたらく。 

・水面からの深さが深いほど大きくなる。 

問４ 上の表より，水面から物体の下面までの長さが 2.0cmのとき，0.16Ｎの浮力が上向きにはたらいて 

 いることがわかる。よって，物体の下面にはたらく水圧の大きさは，
0.16Ｎ

 0.02ｍ×0.04ｍ 
＝200Ｐａと求められる。 

問５ ① 浮力の大きさと物体の質量との関係を調べるには，質量がちがって体積が同じ組み合わせの実験結果を，

浮力の大きさと物体の体積との関係を調べるには，質量が同じで体積がちがう組み合わせを用いて調べれば

よい。質量がちがって体積が同じ組み合わせにはＡとＤ，ＢとＥ，ＢとＦ，ＥとＦ，質量が同じで体積がち

がう組み合わせにはＡとＣがある。これらから，３つの物体だけで浮力の大きさと物体の質量との関係，

浮力の大きさと物体の体積との関係のどちらについても調べることができるのは，Ａが共通のＡとＤ，Ａ

とＣ，つまり，Ａ，Ｃ，Ｄの実験結果だけを用いて調べればよいとわかる。 

② ①より，Ａ，Ｃ，Ｄの実験結果からそれぞれの浮力の大きさを求めると，0.50Ｎ，0.75Ｎ，0.50Ｎであり，

ＡとＤの浮力の大きさが同じであるとわかる。つまり，物体全体を水中に沈めたときの浮力の大きさは物体

の質量には関係なく，物体の体積と関係しているといえる。 
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【過去問 31】 

音や光の性質を調べるために，実験Ⅰ～実験Ⅲを行った。次の問１～問３に答えなさい。 

（和歌山県 2024 年度） 

問１ 次の実験Ⅰについて，下の(1)～(3)に答えなさい。 

実験Ⅰ 「音の高さと振動の関係を調べる実験」 

(ⅰ)  モノコードの弦をはじいて，発生した音をマイクロホンでコンピュータに取り込んだ 

（図１）。 

(ⅱ)  コンピュータに表示させた音の波形を記録した（図２）。 

(ⅲ)  ことじを動かして，はじく

弦の長さを短くした。(ⅰ)と同

じ強さで弦をはじいたときの

音の高さを聞いて確認し，音

の波形を記録した。 

図１ 実験装置 図２ 音の波形 

  

(1) はじいたモノコードの弦のように，音を発生している物体を何というか，書きなさい。 

(2) 図２について，音の振動数は何Hzか，書きなさい。ただし，グラフの横軸の１目盛りは0.001秒を表して

いる。 

(3) (ⅲ)で発生した音の高さは，(ⅰ)で発生した音の高さと比べてどのようになったか，書きなさい。また，

(ⅲ)で記録した音の波形として適切なものを，次のア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。た

だし，目盛りの間隔は図２と同じである。 

ア イ ウ エ  
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問２ 次の実験Ⅱについて，下の(1)，(2)に答えなさい。 

実験Ⅱ 「鏡ではね返る光の進み方を調べる実験」 

(ⅰ)  図３のように，方眼紙の上に鏡を垂直に立てて置き，点Ａに鉛筆を立てて置いた。点Ｐの位置

から鏡を見たところ，鉛筆は鏡の中央に映って見えた。 

(ⅱ)  図４の点アに鉛筆を移動させ，点Ｐから鏡を見て，鉛筆が鏡に映って見えるか調べた。同様に，

点イ～カに鉛筆を移動させたときについても調べた。 

(ⅲ)  鏡を見る位置を点Ｑに変えて，(ⅱ)と同様に，鉛筆を点ア～カのどこに立てて置いたときに鏡

に映って見えるか調べた。 

図３ 鏡と鉛筆のようす 図４ 鏡と鉛筆を真上から見たようす 

  

 

(1) (ⅰ)について，図５は，図３を真上から見たようすである。点Ａに

立てて置いた鉛筆からの光が鏡ではね返って点Ｐに届くまでの光の

道すじを，解答欄の図にかき入れなさい。 

(2) (ⅱ)，(ⅲ)について，点Ｐからも点Ｑからも鉛筆が鏡に映って見えな

かったのは，鉛筆をどこに立てて置いたときか。図４のア～カの中か

らすべて選んで，その記号を書きなさい。 

図５ 鏡と鉛筆を真上から 

見たようす 
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問３ 次の実験Ⅲについて，下の(1)，(2)に答えなさい。 

実験Ⅲ 「空気とガラスの間での光の進み方を調べる実験」 

(ⅰ)  光源装置と半円形ガラス，全円分度器を用意し，半円形ガラスを全円分度器の上に，中心が重

なるように置いた。 

(ⅱ)  図６のように，入射光が中心（点Ｏ）に向かうようにしながら，入射角がしだいに大きくなる

ように光源装置を動かし，空気からガラスへ進む光の進み方を調べた。 

(ⅲ)  図７のように，入射光がガラスを通って中心（点Ｏ）に向かうようにしながら，入射角がしだ

いに大きくなるように光源装置を動かし，ガラスから空気へ進む光の進み方を調べた。 

図６ 空気からガラスへ進む 

光を調べる実験 

図７ ガラスから空気へ進む 

光を調べる実験 

  

(1) (ⅱ)について，空気からガラスへ進むときの光の進み方を表した図として最も適切なものを，次のア～エ

の中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア イ ウ エ 

    

(2) (ⅲ)について，入射角を大きくしていくと，ある角度からはガラスから空気へ光が進まなくなり，すべて

の光がはね返るようになった。この現象を何というか，書きなさい。 
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問１ 

(1)  

(2)   Hz 

(3) 

音の高さ  

波形   

問２ 

(1) 

 

(2)  

問３ 

(1)  

(2)  

 

問１ 

(1) 音源 

(2) 250 Hz 

(3) 

音の高さ 高くなった。 

波形 ア 

問２ 

(1) 

 

(2) イ，ウ 

問３ 

(1) イ 

(2) 全反射 

 

問１ (2) 図２より，波形が１回振動するのにかかる時間は横軸４目盛り分なので，0.001秒×４目盛り＝0.004秒

と読み取れる。振動数とは，１秒間に音源が振動する回数なので，0.004秒：１回＝１秒：xより，x＝250回

＝250Hzと求められる。 

(3) 弦の長さが短いほど，振動数は多くなり，音の高さは高くなるので，(ⅲ)で発生した音の高さは，(ⅰ)で
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発生した音の高さより高くなる。図２に比べて，アは高い音，イは低い音，ウは音の高さは同じで小さい音，

エは音の高さは同じで大きい音である。 

問２ 光の反射の法則 

入射角 ＝ 反射角  
(2) 右の図のように，点Ｐから鏡の左端で反射

した光の線と右端で反射した光の線を作図す

ると，入射光と反射光の間の範囲が点Ｐから

見える範囲であるので，点Ｐからは点エが見

える。点Ｑからも同様に線をかくと，点Ｑか

らは点ア，点エ，点オ，点カが見える。よっ

て，点イと点ウは，点Ｐからも点Ｑからも見

えない。 

 
問３ (1) 光が空気中からガラスや水中へ進むときは，入射角＞屈折角となるように境界面で屈折して進む。一方，

光がガラスや水中から空気中へ進むときは，入射角＜屈折角となるように境界面で屈折して進む。 
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【過去問 32】 

問５ 大気圧は大気の重さによる圧力のことである。大気圧の大きさは，海面と同じ高さのところでは平均約

1000ｈＰａとする。海面と同じ高さのところに置いた 100cm2の板の上には，何ｇの大気があると考えられるか，

答えなさい。ただし，１Pa＝１Ｎ/ｍ2，質量 100ｇにはたらく重力は１Ｎとする。 

（鳥取県 2024 年度） 

 

問５   ｇ 

 

問５ 100000 ｇ 

 

問５ 100cm2（0.01ｍ2）の板に 1000hPa（100000Ｎ/ｍ2）の大気圧がかかっているので，板の上にある大気にはたら

いている重力は，100000Ｎ/ｍ2×0.01ｍ2＝1000Ｎと求められる。質量 100ｇにはたらく重力が１Ｎであること

から，板の上にある大気の質量は，1000×100＝100000ｇである。 
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【過去問 33】 

次の問いに答えなさい。 

（島根県 2024 年度） 

問１ 次の１～４に答えなさい。 

３ 虫めがね（凸レンズ）で物体を観察すると，物体と上下左右が同じ向きで，物体より大きい像が見えた。

この像を何というか，その名称を答えなさい。 

 

問１ ３  

 

問１ ３ 虚像 

 

３ 凸レンズでできる像 

・実像…物体が凸レンズの焦点距離より外側にあるとき，できる像。光が集まる位置にスクリーンを置く

と，上下左右が物体と逆向きの像ができる。 

・虚像…物体が凸レンズの焦点距離より内側にあるとき，凸レンズをのぞくと見える像。上下左右は物体

と同じ向き。 
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【過去問 34】 

次の問いに答えなさい。 

（島根県 2024 年度） 

問２ 吉田さんは，吸盤が平面にはりつくことに疑問をもち，次の仮説２を設定して，実験２を行った。これに

ついて，後の１～４に答えなさい。 

仮説２ 吸盤の  Ｘ  が大きいほど，吸盤がはずれるのに必要な  Ｙ  が大きくなるだろう。 

 
実験２ 

 
  

操作１ 表２のような３種類の吸盤を用意した。 

表２ 

 

操作２ 実験室の気圧を測定した。 

操作３ 図３のように，軽いふくろをとり付けた吸盤を机の下にはり

つけた。 

操作４ 質量 50ｇのおもりをふくろに入れていき，吸盤が机からはず

れたときのおもりの個数と力の大きさを，それぞれ１回だけ調べ

た。 

図３ 

 

結 果 この実験の結果は，表３のようになった。 

表３ 

 

１ 仮説２の  Ｘ  ， Ｙ  にあてはまる適当な語句をそれぞれ答えなさい。 

２ 吉田さんは，同じ学級の前田さんから「吉田さんが行った実験の結果では，測定値が足りないので仮説が

正しいことを十分に判断できません。」と意見をもらった。どのように改善すればよいか，具体的な操作を

答えなさい。 
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３ 吉田さんはその日のうちに実験を改善して行い，その結果をもとにして次のように考えをまとめた。 

 Ｚ  にあてはまる語句を答えなさい。 

実験の結果から，仮説２が正しいことがわかった。このような結果になるのは，吸盤の面積によって， 

Ｚ  が吸盤をおす力が変化したためであると考えられる。 

４ 別の日に，吉田さんが改善した操作でもう一度実験を行うと，どの吸盤も机からはずれたときのおもりの

個数が，前に行った実験の結果より増えた。その理由を答えなさい。 

 

問２ 

１ Ｘ  Ｙ  

２  

３  

４  

 

問２ 

１ Ｘ 面積 Ｙ 力の大きさ 

２ 
吸盤Ａ，Ｂ，Ｃのそれぞれについて，実験の回数を増やし，その平均を

求める。 

３ 空気 

４ 
実験室の気圧が998hPaより高く，空気が吸盤をおす力が大きくなった

から。 

 

問２ １ 実験２で，吸盤の面積を変えて，吸盤がはずれる力の大きさを調べていることに注目して考える。 

３ 圧力の求め方 

圧力【Ｐａ】＝
 力の大きさ【Ｎ】

  力がはたらく面積【ｍ2】
 

気圧とは，空気（大気）による圧力のことである。一定の気圧がかかっているとき，力の大きさは力がはた

らく面積に比例するので，力がはたらく面積が大きくなるほど空気から受ける力の大きさが大きくなり，支

えられるおもりの数が増える。 

４ 力がはたらく面積が一定のとき，力の大きさは，圧力に比例する。つまり，同じ吸盤を使用していること

から力がはたらく面積は実験２のときと変わらないため，空気（大気）による圧力＝気圧が大きくなった

と読み取れる。 
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【過去問 35】 

次の問いに答えなさい。 

（岡山県 2024 年度） 

問４ 水を入れた水槽に体積が等しい２個の立方体ＡとＢを入れました。２個の立方体が図３のような位置に

あるときに，それぞれの立方体にはたらく浮力の大きさの関係を示したものとして適当なのは，ア～ウのう

ちのどれですか。一つ答えなさい。 

ア 立方体Ａにはたらく浮力は，立方体Ｂにはたらく浮力よりも

大きい。 

イ 立方体Ａにはたらく浮力は，立方体Ｂにはたらく浮力よりも

小さい。 

ウ 立方体Ａにはたらく浮力と立方体Ｂにはたらく浮力の大きさ

は等しい。 

図３ 

 

 

問４  

 

問４ ウ 

 

問４ 浮力の大きさは，物体が水中に入っている部分の体積によって決まる。ＡとＢはともに水中に完全に沈んで

おり，かつ体積が等しいので，はたらく浮力も等しい。 
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【過去問 36】 

次は，音に関する実験と音の性質について説明した文章です。問１～問６に答えなさい。 

（岡山県 2024 年度） 

 【実験】 

(a)モノコードの弦をはじくと，弦が振動して音が出る。図１のように，コンピュータにマイクロホンを

接続し，モノコードの弦をはじいたときの音の波形を調べた。ことじをはずして弦をはじいたところ，(b)

図２のような波形が観測された。 

図１  図 ２

 

次に，図１のモノコードの弦の張りの強弱を変えたり，ことじの位置を調節することで，はじく弦の長

さを 40cmと 80cmに変えたりして，音の振動数を測定したところ，表のような結果が得られた。 

表   

 【音の性質】 

遠くで打ち上げられた花火は，光が見えてから，音が聞こえるまでに少し時間がかかる。これは，音が空

気中を伝わる速さが，光の速さに比べて     ためである。 

音は空気などの気体だけでなく，液体や固体の中でも伝わり，音の伝わる速さは，一般的に気体，液体，

固体の順で速くなる。 

また，光と同じように，(c)音も反射する性質をもち，私たちの身の回りでは，その性質を利用した技術

が使われている。 

問１ 下線部(a)について，弦のように振動して音を出しているものを何といいますか。 

問２ 下線部(b)について，図２の波形が観測されたときの振動数は何Hzですか。ただし，図２の横軸は 

 時間を表し，横軸の１目盛りは
１

  320 
 秒です。 
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問３ 表のＡ～Ｄに当てはまることばと長さの組み合わせとして最も適当なのは，ア～エのうちではどれです

か。一つ答えなさい。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

ア 強い 弱い 80cm 40cm 

イ 強い 弱い 40cm 80cm 

ウ 弱い 強い 80cm 40cm 

エ 弱い 強い 40cm 80cm 

問４ モノコードの弦をはじいて図２の波形が確認できた後，少し時間がたち，音が小さくなったときに観測さ

れる波形として最も適当なのは，ア～エのうちではどれですか。一つ答えなさい。ただし，横軸，縦軸の目

盛りのとり方は，いずれも図２と同じです。 

ア  イ  

ウ  エ  

問５ 【音の性質】の     に当てはまる適当な内容を書きなさい。 
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問６ 下線部(c)について，次の説明を読み，①，②に答えなさい。 

魚群探知機は，図３のように船底から※超音波を出し，超音波が魚群や海底に当たって反射し，船底に

戻ってくるまでの時間を測定することで，魚群や海底がどのくらいの深さにあるかを調べる装置である。

また，魚群や海底でどのように超音波が反射するかを読み取り，魚群の大きさや海底の様子を確認する

こともできる。 

図３  

また，液体や固体の中を伝わる音は，気体との境界面で反射する割合が大きいことが知られており，こ

の性質はコンクリートの検査に利用されている。超音波をコンクリートの表面から当てると，内部のひ

び割れなどの空洞部分にできるコンクリートと空気との境界面で超音波が反射する。反射した超音波を

読み取れば，コンクリートを傷つけることなく，ひび割れなどの劣化状況を把握することができる。 

同様の技術は医療現場でも使われており，超音波検査はからだを傷つけることなく体内の様子を診断

できる。超音波をからだの表面から当て，内臓の内部の構造で反射した超音波を信号として画像化する

ことで，肝臓などの内部の様子を調べることができる。 

※超音波…一般にはヒトが聞くことができない振動数20000Hz以上の音 

① 図３の船底から真下の海底までの距離が300ｍであるとき，船底で出した超音波が，真下の海底で反射し

て船底に戻ってくるまでに0.4秒かかりました。このとき，海水中を音が伝わる速さは何ｍ/ｓですか。ただし，

海水中において，音は一定の速さで伝わるものとします。 

② 超音波検査は，肺の内部の様子を，肝臓と同じようには調べることができません。その理由を説明した次

の文の     に当てはまる適当な内容を書きなさい。 

肺は     ため，超音波が肺の内部に届く前にほとんど反射してしまうので，肺の内部の様子を肝臓

と同じようには画像化することができないから。 
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問１  

問２   Hz 

問３  

問４  

問５  

問６ 

①   ｍ/ｓ 

②  

 

問１ 音源 

問２ 80 Hz 

問３ ウ 

問４ イ 

問５ はるかに遅い 

問６ 

① 1500 ｍ/ｓ 

② 内部に肺胞が多数存在しており，空気を多く含む 

 

問２ 横軸の４目盛りで１回振動していることから，振動１回にかかる時間は，
 ４ 

320
＝

 １ 

80
秒なので，振動数は 80Ｈｚ

である。 

問３ 弦の張りを弱くすると，振動数は少なくなり，音は低くなる。また，弦が長いほど振動数は少なくなり，音

は低くなる。 

問４ 音がしだいに小さくなっていくので，振幅も小さくなっていく。振動数は変化しない。 

問５ 音の速さと光の速さでは，音の速さが光の速さよりはるかに遅いため，遠くで打ち上げられた花火の光が届

いてから，少し時間がかかった後に音が届く。 

問６ ① 船底で出した超音波が，船底から真下の海底で反射してもどってくる。このときの音が伝わった距離は 300

×２＝600ｍで，かかった時間は 0.4 秒であるから，水中で音が伝わる速さは，600÷0.4＝1500ｍ/s となる。 
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【過去問 37】 

Ｓさんは，図１のような花びんを置いた棚の上に，水を入れた水そう

を置くことにした。水そうを置いた後，Ｓさんが水面の高さから水そうを

通して花びんを見たところ，花びんの見え方が水そうを置く前と異なって

見えることに気づいた。次の問１，問２に答えなさい。ただし，水そうの

ガラスの厚さは無視できるものとする。 

（山口県 2024 年度） 

問１ 光が異なる物質の境界で折れ曲がり，光の進む向きが変わる現

象を何というか。書きなさい。 

図１ 

  

問２ 図２は，棚の上に置いた花びんと水そうを真上から見たときの，

Ｓさんとの位置関係を表した模式図である。Ｓさんの位置●から矢

印 の向きに水そうを通して花びんを見たときの見え方とし

て，最も適切なものを，次の１～４から選び，記号で答えなさい。 

図２ 

 

１  ２  ３  ４  

 

問１  

問２  

 

問１ 屈折 

問２ １ 

 

問２ 空気中から水中に進むとき，光は入射角より屈折角が小さくなる

ように屈折し，水中から空気中に進むとき，光は入射角より屈折角

が大きくなるように屈折する。よって，花びんから出た光は，右の

図のように屈折してＳさんに届く。水そうを通して見た部分は，水

そうから出てＳさんに届いた光を逆方向に延長した先に見えるの

で，左側にずれて見える。  
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【過去問 38】 

次の問いに答えなさい。 

（香川県 2024 年度） 

問２ 花子さんは，音の性質と伝わり方を調べるために，次の実験をした。これに関して，あとの(1)，(2)の問い

に答えよ。 

実験 花子さんは，右の図Ⅰのような装置を用いて，異なる高さの音を

出す４つのおんさをそれぞれたたいたときに出る音の高さと，簡易オ

シロスコープの画面に表示される波形との関係を調べた。下の図Ⅱ～

Ⅴは，４つのおんさをそれぞれたたいたときに，簡易オシロスコープ

の画面に表示された波形である。 

図Ⅰ 

 

図Ⅱ 図Ⅲ 図Ⅳ 図Ⅴ 
    

(1) 実験において，４つのおんさの中で最も高い音を出すおんさをたたいたときに，簡易オシロスコープの画

面に表示された波形はどれか。次の㋐～㋓のうち，最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

㋐ 図Ⅱ ㋑ 図Ⅲ ㋒ 図Ⅳ ㋓ 図Ⅴ 

(2) 花子さんは，音の伝わり方を調べるために，右の図Ⅵのような装置

を用いて，鳴り続けているブザーを密閉されたガラス容器の中に入れ

たのちに，ガラス容器の中の空気を真空ポンプでぬき，聞こえてくる

ブザーの音の大きさがどのように変化するかを測定器で測定した。次

の文は，その測定結果と，そこから考えられることについて述べよう

としたものである。文中の２つの〔   〕内にあてはまる言葉を，

㋐～㋒から一つ，㋓～㋕から一つ，それぞれ選んで，その記号を書け。 

図Ⅵ 

 

この装置において，ガラス容器の中の空気をぬいていったとき，測定されたブザーの音の大きさは〔㋐ 

大きくなった ㋑ 変わらなかった ㋒ 小さくなった〕。このことから，空気は〔㋓ 音を伝える ㋔ 音

を伝えるのを妨げる ㋕ 音の伝わり方に影響しない〕と考えられる。 

 

問２ 

(1)  

(2)  と  
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問２ 

(1) ㋑ 

(2) ㋒ と ㋓ 

 

問２ (1) 音の高低と大小 

・高低…振動数によって変化する。 

振動数が少ないほど音は低く，振動数が多いほど音は高い。 

・大小…振幅の大きさによって変化する。 

振幅が小さいほど音は小さく，振幅が大きいほど音は大きい。 

図Ⅱは最も大きい音，図Ⅲは最も高い音，図Ⅳは最も小さい音，図Ⅴは最も低い音の波形である。 
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【過去問 39】 

音，運動とエネルギーに関する次の問いに答えなさい。 

（愛媛県 2024 年度） 

問１ 次の実験１～３を行い，おんさＭ，Ｎが出した音を，マイクを通してオシロスコープに入力し，オシロス

コープの画面で波形を観察した。図１のＸ～Ｚは，その結果を表したものである。 

［実験１］ おんさＭをある強さでたたいた。

図１のＸは，その結果を表したものである。 

［実験２］ 実験１でおんさＭをたたいた強さ

と異なる強さで，おんさＭをたたいた。図１の

Ｙは，その結果を表したものである。 

［実験３］ おんさＮをある強さでたたいた。

図１のＺは，その結果を表したものである。 

図１ 

 

(1) おんさＭ，Ｎのように，振動して音を出す物体は何と呼ばれるか。その名称を書け。 

(2) 図１のＸで，画面の が示す時間は 0.0025秒であった。おんさＭが出した音の振動数は何Hzか。 

(3) 次の文の①，②の｛ ｝の中から，それぞれ適当なものを１つずつ選び，その記号を書け。 

 実験２でおんさＭが出した音の大きさは，実験１でおんさＭが出した音の大きさと比べて①｛ア 大きい  

イ 小さい｝。実験３でおんさＮが出した音の高さは，実験１でおんさＭが出した音の高さと比べて②｛ウ 

高い  エ 低い｝。 

 

問１ 

(1)  

(2)   Hz 

(3) ①  ②  

 

問１ 

(1) 音源 

(2) 400 Hz 

(3) ① ア ② エ 

 

問１ (2) 図１のＸより，0.0025秒で１回振動していることが分かる。よって，この音の振動数は，
 １ 

0.0025
＝400Hz 

（3） 音の大きさと高さ 

・音の大きさ…振幅が大きいほど大きくなる。 

・音の高さ……振動数が多く（大きく）なるほど高くなる。 

図１のＹは，Ｘと比べると振動数は同じで，振幅はＸより大きいので，Ｘと高さは同じで，大きさが大き

い音だと分かる。また，図１のＺは，Ｘと比べると振動数が少なく，振幅は同じなので，Ｙより低く，大

きさが同じ音だと分かる。 
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【過去問 40】 

力の大きさとばねののびの関係について調べる実験を行った。実験では，

図１のように，ばねＡの先端にクリップ（指標）をはさんで，スタンドにつる

し，クリップが０㎝を示すように，ものさしをスタンドに固定する。その後，

ばねＡに質量 20ｇのおもりを１個，２個，３個，４個，５個とつるしたときの，

ばねののびをそれぞれはかった。また，ばねＢについても同じようにして，実

験を行った。表は，その実験の結果である。ただし，質量 100ｇの物体にはた

らく重力の大きさを１Ｎとし，ばねやクリップの重さは考えないものとする。 

（福岡県 2024 年度） 

図１ 

 
表 

おもりの数〔個〕 ０ １ ２ ３ ４ ５ 

ばねののび 

〔㎝〕 

ばねＡ ０ 2.4 4.8 7.2 9.6 12.0 

ばねＢ ０ 0.8 1.6 2.4 3.2 4.0 
 

問１ 変形したばねがもとに戻ろうとする性質を何というか。 

問２ ばねＡとばねＢに同じ大きさの力を加えたとき，ばねＡの

のびは，ばねＢののびの何倍か。 

問３ 表をもとに，ばねＡについて，「ばねに加えた力の大きさ」

と「ばねののび」の関係を，解答欄の図２にグラフで表せ。な

お，グラフには表から求めた値を●で示すこと。 

 

図２ 
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問１  

問２   倍 

問３ 

図２   

 

問１ 弾性 

問２ ３ 倍 

問３ 

図２  

 

問２ 表より，ばねＡにおもりを１個つるしたときは 2.4cm のび，ばねＢにおもりを１個つるしたときは 0.8cm の

びるので，ばねＡののびは，ばねＢののびの，
2.4cm

 0.8cm 
＝３倍と求められる。 

問３ 表の，「おもりの数」を「ばねに加えた力の大きさ」に変換すると，次のようになる。 

おもりの数〔個〕 ０ １ ２ ３ ４ ５ 

おもりの合計質量〔ｇ〕 ０ 20 40 60 80 100 

ばねに加えた力の大きさ〔Ｎ〕 ０ 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 

ばねＡののび〔cm〕 ０ 2.4 4.8 7.2 9.6 12.0 
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【過去問 41】 

次の問いに答えなさい。 

（佐賀県 2024 年度） 

問１ 下の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

図１のように，＊ことじの位置を自由に変えることがで

きるモノコードがある。弦とことじが接する点をＰ，弦

の右端の点をＱとする。弦を張る強さと弦をはじく強さ

は一定にして次の【実験１】を行った。 

図１ 

 
＊ことじ：位置を変えることで音の高低を調整する部品  

 
【実験１】 

 
  

① ＰＱ間の弦をはじくと，ある高さの音が生じた。図２は，

ＰＱ間の弦が振動しているときのようすを模式的に表した

ものである。 

② 弦を太いものに変えてＰＱ間の弦をはじくと，①のとき

とは異なる高さの音が生じた。 

図２ 

 

③ 太い弦のまま，ことじを図１の点Ｑ側に少し動かしてＰＱ間の弦をはじいた。 

④ ③の操作を繰り返して，ことじがある位置にきたとき，①と同じ高さの音が生じた。 

(1) 図２中の矢印で示された振れ幅Ａを何というか，書きなさい。 

(2) 【実験１】について，次の文中の（ Ⅰ ），（ Ⅱ ）にあてはまる語句を書きなさい。 

ことじを点Ｑ側に動かしてＰＱ間の弦をはじくと，動かす前よりも振動数が（ Ⅰ ）なる。④で，こ

とじを点Ｑ側に動かすと①と同じ高さの音が生じる位置があったことから，ＰＱ間の弦の長さが同じ場

合，太い弦の方が振動数が（ Ⅱ ）ことがわかる。 

 

問１ 

(1)  

(2) Ⅰ  Ⅱ  

 

問１ 

(1) 振幅 

(2) Ⅰ 
大きく 

多く 
Ⅱ 

小さい 

少ない 

 

問１ (2) ことじを点Ｑ側に動かすと，動かす前よりもはじく弦の長さが短くなるので，振動数は大きく（多く）な

る。④より，ことじを動かす前よりも弦の長さが短く太い弦をはじくと，振動数は①のときと同じになったこ

とから，ＰＱ間の弦の長さが同じ場合，太い弦の方が細い弦よりも振動数が小さい（少ない）ことが分かる。 
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【過去問 42】 

次の問いに答えなさい。 

（熊本県 2024 年度） 

問１ 拓海さんと優子さんは，浮いている磁石にはたらく力に興味を

もち，次の実験を行った。ドーナツ型の磁石Ａと磁石Ｂを用意し，

図 26のように，木製の棒がついた木製の板に磁石Ｂを置き，その

上に磁石Ａをのせたところ，磁石Ａは浮いた状態で静止した。この

とき，磁石Ａと磁石Ｂの間の距離は，4.5cmであった。なお，磁石

と棒の間の摩擦は考えないものとする。 

図 26 

 

図 26 の装置を台ばかりにのせたところ，200ｇの値を示した。

次に，図 27のように磁石Ａを手で上から押さえ，磁石Ａと磁石Ｂ

の間の距離を変化させて，台ばかりが示す値を記録した。表 28は，

その結果を示したものである。なお，100ｇの物体にはたらく重力

を１Ｎとする。 

表 28 

図 27 

 

 磁石Ａと磁石Ｂの間の距離

〔cm〕 
4.5 3.5 2.5 1.5 

 

 台ばかりの値〔ｇ〕 200 260 370 660  

    

(2) 磁石Ａと磁石Ｂの間の距離が 3.5cm のとき，手が磁石Ａを上から押す力の大きさは， ①  Ｎである。

また，このとき，磁石Ｂが磁石Ａから受ける磁力の大きさは，磁石Ａが磁石Ｂから受ける磁力の大きさ②（ア 

と等しい イ よりも大きい ウ よりも小さい）と考えられる。 

  ①  に適当な数字を入れなさい。また，②の（  ）の中から正しいものを一つ選び，記号で答えなさい。 

(3) 図 26の装置の板の底面積は 120cm2であった。磁石Ａと磁石Ｂの間の距離が 1.5cmのとき，台ばかりがこ

の板から受ける圧力は何Ｐａか，求めなさい。 

次に，図 26 の装置の磁石Ａを，別のドーナツ型の磁石Ｃにかえて，台ばかりにのせた。このとき，台ばか

りの値は 220ｇを示し，磁石Ｃと磁石Ｂの間の距離は 4.5cmであった。 

(4) 磁石Ａを磁石Ｃにかえて行った実験の結果から，磁石Ａと磁石Ｃの質量を比べると，①（ア 磁石Ａの方

が大きく イ 磁石Ｃの方が大きく ウ どちらも等しく），また，磁石Ｃが磁石Ｂにおよぼす磁力の大き

さと図 26 で磁石Ａが磁石Ｂにおよぼす力の大きさを比べると，②（ア 磁石Ａの方が大きい イ 磁石Ｃ

の方が大きい ウ どちらも等しい）と考えられる。 

 ①，②の（  ）の中からそれぞれ正しいものを一つずつ選び，記号で答えなさい。 
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問１ 

(2) ①   Ｎ ②  

(3)   Pa 

(4) ①  ②  

 

問１ 

(2) ① 0.6 Ｎ ② ア 

(3) 550 Pa 

(4) ① イ ② イ 

 

問１ (2) 手で押さえずに装置を台ばかりに置いたときの台ばかりの値は 200ｇなので，この値が装置全体の質量で

あり，このとき装置が台ばかりを押す力は 2.0Ｎである。つまり，装置全体にはたらく重力は 2.0Ｎである。

また，上から手で押さえ，磁石Ａと磁石Ｂの間の距離を 3.5cmにしたとき，台ばかりの値は 260ｇであること

から，台ばかりを押す力は 2.6Ｎである。よって，このとき手が磁石Ａを上から押す力の大きさは，2.6－2.0

＝0.6Ｎである。磁石Ｂが磁石Ａから受ける磁力と，磁石Ａが磁石Ｂから受ける磁力の大きさは等しく，手が

磁石Ａを上から押す力が大きくなるほど，磁石Ａと磁石Ｂの間の距離が小さくなり，たがいにはたらく磁力は

大きくなる。 

(3) 圧力の求め方 

圧力【Ｐａ】＝
 力の大きさ【Ｎ】

  力がはたらく面積【ｍ2】
 （１cm2＝0.0001ｍ2，100Ｐａ＝１ｈＰａ） 

磁石Ａと磁石Ｂの間の距離が1.5cmのとき，台ばかりの値が660ｇであることから，台ばかりを押す力は6.6

Ｎである。板の底面積が120cm2（0.012ｍ2）なので，圧力は，
 6.6Ｎ 

 0.012ｍ2 
＝550Ｐａである。 

(4) 台ばかりの値が 220ｇを示したことから，これが磁石Ｃと磁石Ｂを使ったときの装置全体の質量である。

よって，磁石Ａと磁石Ｂを使ったときよりも装置全体の質量が大きくなっているので，磁石Ａよりも磁石Ｃ

の方が質量は大きいことがわかる。よって，磁石Ｃにはたらく重力も磁石Ａにはたらく重力より大きい。 

 ここで，磁石Ｃにはたらく重力は，磁石Ｂが磁石Ｃにおよぼす磁力とつり合っているので，磁石Ｃが磁石Ｂ

におよぼす磁力の大きさとも等しい。同様にして，磁石Ａにはたらく重力は，磁石Ｂが磁石Ａにおよぼす磁

力とつり合っているので，磁石Ａが磁石Ｂにおよぼす磁力の大きさとも等しい。よって，磁石Ｃが磁石Ｂに

およぼす磁力の大きさと，磁石Ａが磁石Ｂにおよぼす磁力の大きさでは，磁石Ｃが磁石Ｂにおよぼす磁力の

方が大きい。 
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【過去問 43】 

きょう

京
こ

子さんは，凸レンズによってできる像について調べるために実験を行った。後の問１～問４に答えなさい。 

（宮崎県 2024 年度） 

〔実験〕 

① 図１のような装置を組み立て，光学台に凸レンズを固定して，物体（光源），スクリーンを置いた。 

② 物体とスクリーンを動かし，はっきりした像をスクリーンに映した。 

③ ②のときの，物体と凸レンズとの距離ａと，スクリーンと凸レンズとの距離ｂを記録し，このとき

の結果を図２のグラフに示した。 

図１ 図２ 
  

問１ 距離ａが距離ｂより大きいとき，スクリーンに物体の像がはっきりと映った。このとき，スクリーンに映

った像として適切なものはどれか。次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア イ ウ エ  

    

問２ 図２から，実験で使用した凸レンズの焦点距離は何 cmか，求めなさい。 

問３ スクリーンに物体の像がはっきりと映っている状態で凸レンズの上半分をかくすと，スクリーンに映っ

た像はどのようになるか。像の説明として適切なものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア 像全体が消える。 

イ 像の上半分が消えて見える。 

ウ 像の下半分が消えて見える。 

エ 像全体は見えるが暗くなる。 
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問４ 図３のように，物体が凸レンズの焦点距離よりもレンズに近い位置にあるとき，凸レンズを通して見える

像を，解答用紙にかき入れなさい。ただし，物体は矢印，焦点の位置は・で示してある。また，作図の線は

消さずに残しておくこと。 

図３  

 

問１   

問２   cm 

問３   

問４ 
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問１ ア 

問２ 15 cm 

問３ エ 

問４ 

 

 

問１ 距離ａは物体と凸レンズとの距離，距離ｂはスクリーンと凸レンズとの距離である。距離ａが距離ｂより大

きいとき，できるのは，物体より小さい実像である。 

問２ 図２より，距離ａが 30cm，距離ｂも 30cm のときに，はっきりした像が見えることがわかる。凸レンズでは，

焦点距離の２倍の位置に物体とスクリーンをそれぞれ置いたとき，スクリーンにはっきりした 

像が見えるので，焦点距離の２倍が 30cmということになり，焦点距離は，
 30cm 

２
＝15cmと求められる。 

問３ 物体の上部から出た光も，下部から出た光も，凸レンズのかくされていない部分を通ることができるので，

全体の像が見えるが，通る光の量が少なくなるので，明るさが減少する。 

問４ 物体が凸レンズの焦点距離よりもレンズに近い位置にあるとき，凸レンズを通して，物体と同じ向きで物体

より大きい虚像が見える。 
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【過去問 44】 

力とばねの性質について調べるために，生徒Ａは次のような〈実験〉を行った。 

（沖縄県 2024 年度） 

〈実験〉 

手順１ 図１のように，長さが 5.0cm のばねとものさしをスタンドに固定す

る。 

手順２ ばねの下端に質量 100ｇのおもりを１個ずつ増やしながらつるして

いく。おもりの数を増やすたびにおもりが静止するのを待ち，ばねのの

びをものさしで測定する。 

手順３ おもりがばねを引く力の大きさとばねののびについてグラフにまと

める。このとき，質量 100ｇの物体にはたらく重力を 1.0Ｎとする。 

図１ 

 

 

図２は生徒Ａが実験結果をまとめたグラフである。 

次の問いに答えなさい。ただし，このばねは 5.0Ｎよりも強い力

を加えた場合でも，〈実験〉と同様にのびるものとする。 

図２ 

 

問１ ばねにおもりをつるして静止させる。いま，おもりがばねに加えている力のはたらきに注目する。この力

と同じはたらきをしている力について，適当なものを次のア～オの中からすべて選び記号で答えなさい。 

ア 手で教科書を持ち上げて静止させているとき，手が教科書に加える力。 

イ 手で折り紙を二つ折りにするとき，手が折り紙に加える力。 

ウ りんごが加速しながら落下するとき，りんごに加わる重力。 

エ 水平面上で積み木をすべらせたとき，積み木に加わる摩擦力。 

オ 手で丸い粘土を平らにするとき，手が粘土に加える力。 

問２ 図３のように，〈実験〉で用いたばねを，摩擦が無視できる滑らかな水

平面の上に置き，ばねの左端を水平面と垂直に接続されている壁に固定し

た。生徒Ａがばねの右端を水平に引いたところ，ばねののびは 8.0cmにな

った。生徒Ａがばねを引いている力の大きさは何Ｎか答えなさい。 

図３ 

 

問３ 問２のばねを壁から外し，そのばねを図４のように摩擦が無視

できる滑らかな水平面上で水平な状態に保ちながら，生徒Ａがばね

の右端を，生徒Ｂが左端を同時に引き，ばねののびを 8.0cmにして

ばねを静止させた。このとき，生徒Ｂがばねを引いている力の大き

さは何Ｎか答えなさい。 

図４ 
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問４ 生徒Ａと同じ器具を用いて，生徒Ｂも〈実験〉を行った。とこ

ろが，生徒Ｂは実験手順の一部を誤ったため，実験結果が図５の

グラフのようになった。これを見た生徒Ａは生徒Ｂに対して次の

ように指摘した。（ ① ），（ ② ）に入る適切な語句を答え

なさい。 

「Ｂさん，この実験では，ばねの（ ① ）を測定しないと

いけないところを，ばねの（ ② ）を測定してしまったと思

いますよ。」 

図５ 

 

 

問１  

問２   Ｎ 

問３   Ｎ 

問４ 

①   

②   

 

問１ イ，オ 

問２ 8.0 Ｎ 

問３ 8.0 Ｎ 

問４ 

① のび 

② 長さ 

 

問１ 力には，①物体を変形させる，②物体の動き（速さや向き）を変える，③物体を支えるというはたらきがあ

る。おもりがばねに加えている力は，ばねを伸ばして変形させているので，②のはたらきである。選択肢のう

ち，アは③のはたらき，イ，オは①のはたらき，ウ，エは②のはたらきをしている。 

問２ 図２より，力の大きさが 2.0Ｎのときのばねののびが 2.0cm なので，図３でのびが 8.0cm になったときに加

えた力の大きさは，2.0Ｎ：2.0cm＝x：8.0cmより，x＝8.0Ｎと求められる。 

問３ 図４で，生徒Ａがばねを引く力と生徒Ｂがばねを引く力はつり合っているので，同じ大きさで向きが反対で

ある。のびが 8.0cmなので，生徒Ａがばねを引く力の大きさは図３と同じ 8.0Ｎである。つまり，生徒Ｂがば

ねを引く力の大きさも 8.0Ｎである。 

 

 


